
主な内容主な内容
弟子屈町表彰式‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

12月は町税等完納強調月間です‥‥‥

えこまち通信‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

行政評価「町民アンケート」結果‥‥‥

放課後児童クラブが移転へ‥‥‥‥‥

「むかしむか史」連載終了へ‥‥‥‥‥

「まとに当たるかなまとに当たるかな！？」
11月20日に弟子屈小学校で行われた「ましゅうランド・たのし
いまといれゴー」での１コマ。町内の小学１・２年生がこの日
のために準備し、町内の幼稚園・保育園の園児を招待。それぞ
れのコーナーで一生懸命おもてなしをしていました。

（関連記事27ページ）

武
四
郎
さ
ん
の
著
作
は
、町
図
書
館
で
も
借
り
ら
れ
ま
す
。

　武四郎さんは生涯に６回、蝦夷地を訪れています。現在の弟子屈町
域にも来た 1858 年が最後となりましたが、前半３回は一個人として、
後半３回は江戸幕府に雇われた役人という立場です。
　ほどなく明治維新を迎え、新政府から蝦夷地に替わる新名称を求め
られます。提出した６案のうち、採用された「北加伊道」（後に「北海道」
と改字）とは、「アイヌの人たちは自分たちを“カイノー”と呼び合う」
ことから付けたといわれます。提出日の７月17日（旧暦）は、昨年から「北
海道みんなの日」となりました。アイヌ語地名に基づいて上申した国名
や郡名は、現在も振興局名などに使われています。「北海道の名付け親」
とされる由縁です。
　文字を持たなかったアイヌの人たちが暮らす地について、詳細に書
かれた出版物は、窮状を訴える告発本でもありました。開拓判官とい
う重要ポストに就きながらも持ち前の正義感は揺らがず、翌年に早く
も辞職。以後、北海道の地を踏むことはありませんでした。　

心せよえみしもおなじ人にしてこの国民の数ならぬかは

　2008 年、武四郎さんの資料が国の重要文化財に指定されました。甚
大な自然災害や戦禍を乗り越え、守り抜いて来たご子孫らのご苦労が
あってこそ。武四郎さんに劣らぬ熱意の継承が形となって今、私たち
の目の前にあるのです。
　アイヌの人たちと心身で交わり続けた武四郎さんの名が、町民の間
でも語り継がれることを祈りつつ、１年に渡る連載を終えます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てしかが郷土研究会（斎藤）

※今月号で連載が終了します。郷土研究会からは30ページをご覧ください。

遺したかったものを、さらに未来へ
－松浦武四郎メモリアルイヤー－
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町
の
発
展
と
町
民
の
皆
さ
ん
の
幸
せ
の
た
め
に
、
長
年
に
わ
た
り
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
方
々
の
功
績
を
た

た
え
る
、平
成
30
年
度
弟
子
屈
町
表
彰
式
が
11
月
３
日
、町
社
会
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、町
の
行
政
・
経
済
・
産
業
・
文
化
な
ど
の
各
分
野
に
わ
た
っ
て
、町
の
振
興
と
発
展
に
寄
与
さ
れ

た
方
々
に
表
彰
状
・
記
念
品
な
ど
を
贈
呈
し
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
る
も
の
で
、
今
年
で
35
回
目
。こ
れ
ま
で
に

２
千
１
９
９
人
と
15
団
体
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。今
年
度
は
、
産
業
功
労
を
１
団
体
、
善
行
表
彰
を
１
法
人
と
２

人
、
社
会
功
労
を
３
人
、
在
住
功
労
を
１
０
０
人
が
受
賞
。式
で
は
、
德
永
町
長
か
ら
一
人
一
人
に
表
彰
状
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。受
賞
者
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

◆
青　

木　

章　

三

◆
有　

馬　

ミ　

ヨ

◆
一
ノ
戸　

テ　

ル

◆
稲　

辺　

輝　

美

◆
今　

井　

正　

藏

◆
岩　

谷　

美
智
子

◆
上　

西　

髙　

子

◆
蝦　

名　

美
世
子

◆
大
河
　

一　

信

◆
大　

友　

康　

治

◆
大　

畑　

勇　

一

◆
小
野
寺　

利　

子

◆
加　

川　

己
之
助

◆
葛　

西　

　

子

◆
笠　

井　

弘　

子

◆
加　

藤　

忠　

男

◆
金　

子　

都　

一

◆
金　

子　

ひ
で
子

◆
金　

子　

ヨ
シ
子

在住功労
現に50年以上本町に在住し、年齢77
歳を超え、長年にわたり福祉向上や
産業の振興に努められたとともに、
地域発展のために貢献した方（50音
順）

 
長
年
の
功
績
に
感
謝

産業功労 本町産業の発展に顕著な功労のあった方

摩周メロン生産組合

組合長　藤　田　重太郎
　1985(昭和60）年10月に前身団体

である「摩周メロン研究会」を設立。

農業収益の増加と一村一品を目指

し、苦労を重ねながらも、現在は生産者８戸、出荷数

２万玉を有し、町を代表する農産物の一つになっている。

善行表彰 公益のため多額な私財を寄附した方
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医療法人社団 信診連

　理事長　行　木　紘　一
　1993(平成５年)年４月から弟子

屈クリニックを開業。25年にわた

り内科医として町民の健康や医療

維持と発展に尽力。1998(平成10)年には医療法人社団

信診連を設立し、各種リハビリテーションや介護事業

所などを運営し、本町のみならず北海道の地域医療、介

護分野にも大きく貢献された。

森　内　重　則
　現金1,000,000円をまちづくりの

ために役立ててほしいと寄附され

た。

（2018(平成30)年４月13日受納）

小　澤　　重
　1997（平成９）年12月に町教育委

員に任命され、2017(平成29)年12

月まで５期20年在任。その内、12年

あまりを教育委員長として、本町の

教育行政推進に尽くされた。

　在任中は、弟子屈小・中学校の改築、図書システムの

導入、更科源藏文学資料館の開設など、学校教育から社

会教育まで幅広い分野で大きく貢献された。

表彰式の様子

出席者全員で

社会功労 多年にわたり地域医療、教育行政、社会福
祉事業に寄与し、功労のあった方

故 中　澤　　
　1996（平成８）年から20年以上弟

子屈町身体障害者福祉分会会長を

務められたほか、釧路地区身体障害

者福祉協会長、弟子屈町障害者等協

議会長、民生委員・児童委員、障害支援区分認定審査会

委員、地域包括支援センター運営協議会構成員、地域密

着型サービス運営委員会委員など、公職を歴任され、当

町の福祉行政に大きく貢献された。

東星渡部建設 株式会社

代表取締役　渡　部　哲　夫
　現金3,000,000円を会社合併10周

年記念事業として寄附された。

（2018(平成30)年４月27日受納）

桐　木　ヨシ子
　現金1,000,000円を亡夫（桐木富治

氏）が長年町にお世話になったお礼

として寄附された。

　　（2018(平成30)年５月24日受納）
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町
税
や
保
険
料
・
水
道
料
・
住
宅
使
用
料
な
ど
の
各
種
使
用
料
の
納
付
は
お
済
み
で
す
か
？

町
税
や
保
険
料
・
水
道
料
・
住
宅
使
用
料
な
ど
の
各
種
使
用
料
の
納
付
は
お
済
み
で
す
か
？

12月は

　生活に身近な福祉や教育、道路整備などの行政サービスは、皆さんの納めた税金が

支えています。町税の滞納は、町の財政を圧迫し、行政サービスに支障をきたすこと

にもなります。それだけでなく、納期限内に納めている大多数の町民の皆さんとの公

平性を欠く、決して許されない行為です。

　町では、滞納者の財産の差し押さえにより滞納している税金を強制的に徴収して

いきます。また、北海道や釧路・根室広域地方税滞納整理機構とも協力し、滞納を減ら

す取り組みを強化しています。

　やむを得ない事情によ

り一時的に納付が困難な

方や、まとめて納付がで

きない方には計画的な納

付ができるよう相談も受

け付けています。滞納を

放置することはしないで

ください。

　町民の皆さんの納税意識の高まりや

厳しい滞納処分により、町税の収納率

は年々向上しています。滞納者の数も

少数となっており、たとえ少額の滞納

であっても目立ってしまいます。町で

は、預金調査や勤務先への給与調査な

どを行い、財産を差押え、さらなる町税

の滞納縮小を目指しています。

広報てしかが 2018.12　4

問い合わせ先／役場税務課納税係☎４８２‐２９１４（課直通）

　法律によって、税金はすべての債務（借金を含む）に優先すると定められています。

このため、借金や住宅ローンよりも税金が優先されます。

町税収納率の推移

70

80
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H29H28H27H26H25

（%）
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79.4

82.6

85.6

90.4

94.2

　税金を滞納すると、法律に基づき財産すべてに対する調査権が発生するため、勤務

先への給与調査や銀行への預金調査を行います。この場合の財産調査は個人情報保

護法には一切抵触しません。

　税金は、納期限内に納付することが原則です。地方税法には「督促状を発した日か

ら起算して10日を経過した日までに完納しないときに差し押さえをしなければなら

ない」と明記されています。

　町では、督促後、催告書を送付したうえで差し押さえを行っています。それまでに

納付または納税相談を必ず行ってください。

納期限は、12月25日㈫です
納め忘れに注意しましょう。
▶町・道民税４期　　　　　　 
▶国民健康保険税７期　　　
▶後期高齢者医療保険料７期
▶介護保険料４期　　　　　

　日中、役場に来られない
方はぜひ、ご利用ください。
▶開設日／12月26日㈬
▶開設時間／午後８時まで
▶ 開設場所
　役場庁舎・川湯支所

❑路上駐車は除雪の障害
　除雪作業で最も障害になるのが、路上での駐車です。路
上に放置された車のために、除雪車が通れなかったり、除
雪作業ができなかったりすることがあります。

❑歩道などに物を置かない
　歩道や路肩に、陳列品や旗立て用のコンクリート、木材
などを置いておくと、吹きだまりの原因になったり、除雪
の障害にもなったりします。あらかじめ、道路から離れた
場所に移動させてください。

❑除雪車には気をつけて
　除雪車の運転技術者は、安全第一で細心の注意を払って
いますが、作業稼動時は大変危険です。
　特に子どもの行動には目を配り、除雪車に近づけないよ
うにしてください。

❑玄関前の雪は皆さんで
　除雪車が通った後に残される、玄関前などの雪の山。後
始末を考えると、誰もが憂うつになってしまいます。
　除雪車の機能や、広い地域を迅速に回らなければならな
い作業の性格から、どうしても雪を残してしまいます。
　大変ご苦労をおかけしますが、各家庭や事業所で除雪し
てください。

❑道路に雪を捨てないで
　除雪したばかりの道路に雪を捨てるといった光景を、毎年
多く見かけます。この雪が凹凸を作り、交通事故を誘発する
原因にもなりかねません。道路に雪を捨てないでください。

❑消防水利に雪を捨てないで
　「消防水利」と明示されたポールがある場所は、災害など緊
急時の通り道になりますので、雪を捨てないでください。

町道除雪についての問い合わせ先／役場建設課☎４８２‐２９４１（課直通）
国道除雪についての問い合わせ先／釧路開発建設部弟子屈道路事務所☎４８２‐２３２７
道道除雪についての問い合わせ先／釧路建設管理部弟子屈出張所☎４８２‐２１４７

　これから降雪シーズンを迎え、今年もまた厳しい冬に突入です。
　町では、皆さんの生活や生産活動を支えるために除雪作業を行いますが、皆さんのご協力を得て除雪作業を
スムーズに進めることが、経費抑制の上でも必要不可欠となってきますので、ご理解とご協力をお願いします。

　除雪作業の出動は、降雪量がおおむね10㎝以上、または地吹雪、吹きだまり
で交通に支障があると判断されたときに、主要幹線および通学路、集乳路線を
優先的に行います。
　「吹雪、暴風雪警報発令中、および夜間」の除雪は、原則として行いません。

除雪作業にご理解とご協力を
お願いします

屋根の雪下ろし費用を補助します
高齢者 ・ 障がい者世帯などの皆さんへ

　弟子屈町社会福祉協議会では、お住まいの家屋の屋根の雪下ろしが困難な高齢者の方などの世帯を対象に、雪下ろ
しを登録事業者へ委託した場合の費用の一部を補助します。

▼対象世帯
　高齢者世帯／おおむね70歳以上の方のみで構成されている世帯（年齢は2018年４月１日現在の年齢とします）
　障がいのある方のみの世帯／身体障害者手帳１級、２級、３級（肢体不自由）の世帯
　その他／その他、町社会福祉協議会が上記に準ずると認めた世帯
　※ 雪下ろし費用の補助の対象となるのは、落雪などにより明らかに自己または近隣住宅などの損壊の恐れがある
場合や、同じく通行者へ被害が及ぶ恐れがある場合に限られますので、ご注意ください。

▼対象経費／屋根の雪下ろしにかかる費用

▼補助額／かかった費用の２分の１の額で１回あたり１万円を上限

▼補助回数／年度内３回まで（平成31年３月31日まで）

▼対象となる事業者／町社会福祉協議会に登録された事業者

▼手続き方法
　①雪下ろしが必要になった時点で、町社会福祉協議会へ交付申請書を提出します。
　②申請書に基づき町社会福祉協議会で審査後、補助の可否を決定し、申請者へ連絡します。
　③申請者の方は決定の連絡を受けた後、町社会福祉協議会に登録された事業者へ作業を依頼してください。
　④ 雪下ろし完了後、速やかに実績報告書（作業前後の写真、支払った領収書の写し添付）を町社会福祉協議会へ提出
してください。審査の上、決定者の方へ補助金を交付します。

❏申し込み・問い合わせ先／弟子屈町社会福祉協議会☎４８２‐１０５４（土・日曜日、祝日を除く）
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問い合わせ先
てしかがえこまち推進協議会事務局（役場観光商工課観光振興係）☎４８２‐２９４０（課直通）

えこまち通信

魅
力
あ
る
硫
黄
山
を
町
の
活
性

化
の
カ
ギ
に

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
吉
田
祥
子

で
す
。自
然
保
全
と
観
光
振
興
の
両
立

を
目
指
す
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
活
動
の

支
援
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

弟
子
屈
町
に
移
住
し
て
約
半
年
が

経
ち
ま
し
た
。秋
の
深
ま
り
と
と
も

に
、
木
々
は
赤
橙
黄
緑
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
色
で
彩
ら
れ
、
屈
斜
路
湖
に
は
白
鳥

が
や
っ
て
来
た
り
と
、
こ
れ
ま
で
住
ん

で
い
た
地
域
と
は
異
な
っ
た
季
節
の

移
ろ
い
と
四
季
折
々
の
風
景
に
感
動

し
な
が
ら
と
て
も
楽
し
い
毎
日
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
ま
さ
に
そ
ん
な
紅
葉
ベ
ス
ト

シ
ー
ズ
ン
の
10
月
21
日
に
、
て
し
か

が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
部
会
で
硫
黄
山
の
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

先
月
号
の
え
こ
ま
ち
通
信
で
も
お

伝
え
し
ま
し
た
が
、
当
部
会
で
は
、
現

在
は
登
山
禁
止
の
硫
黄
山
の
登
山
再

協力隊通信
吉田 祥子さん

地域おこし協力隊facebook（フェイスブック）
https://www.facebook.com/teshikagachiikiokoshi/

日々の活動
発信中！

開
を
め
ざ
し
て
エ
コ
ツ
ア
ー
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。麓
に
広
が
る

カ
ラ
フ
ル
な
青
葉
ト
ン
ネ
ル
か
ら
希

少
な
高
山
植
物
の
間
を
通
り
抜
け
る

と
、
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ（
裸
の
山
）の
名
の

通
り
む
き
出
し
に
な
っ
た
岩
肌
か
ら

噴
き
出
る
硫
黄
ガ
ス
、
そ
し
て
大
迫
力

の
熊
お
と
し
！
硫
黄
山
に
は
た
く
さ

ん
の
見
ど
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。今
年
も

十
数
回
ほ
ど
の
調
査
登
山
を
行
い
ま

し
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
参
加
し
た

私
は
す
っ
か
り
硫
黄
山
の
虜
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。少
し
の
間
、
登
ら

な
い
だ
け
で
硫
黄
山
ロ
ス
で
す
。

　

川
湯
温
泉
の
源
で
も
あ
る
硫
黄
山

は
、
か
つ
て
硫
黄
採
掘
の
歴
史
よ
り
弟

子
屈
町
の
発
展
の
礎
と
な
っ
た
場
所

で
す
。こ
れ
か
ら
は
弟
子
屈
町
を
よ
り

活
性
化
さ
せ
る
カ
ギ
と
な
っ
て
く
れ

る
の
で
は
な
い
か
…
と
心
ひ
そ
か
に

思
っ
て
い
ま
す
。登
山
再
開
の
大
前
提

と
な
る
安
全
対
策
も
取
り
組
み
な
が

ら
、
今
回
ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
々

の
声
を
活
か
し
て
よ
り
魅
力
的
な
ツ

ア
ー
と
な
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。引

き
続
き
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
は
全
道
記
録
的
な
雪
の
遅
さ

だ
そ
う
で
、
雪
か
き
・
雪
道
運
転
初
心

者
と
し
て
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す

が
、
ア
ウ
ト
ド
ア
好
き
な
の
で
早
く
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
い
て
み
た
い
な
あ

と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。町
中
で
見

か
け
た
際
に
は
、
ぜ
ひ
「
滑
ら
な
い
よ

う
に
ね
」と
お
声
か
け
く
だ
さ
い
！

　町で実施している「空き家バンク制度」「人財バンク制度」を紹介し
ています。
　11月14日現在「空き家バンク」で募集している空き家物件は９件（賃
貸１件、売買８件）。今月は「登録番号39物件」を紹介します。
　「人財バンク」に登録されているのは、個人登録８人、団体登録８
団体。今月は、団体登録番号８「しらかば合唱会」を紹介します。
　それぞれの詳しい内容は、町公式ウェブサイトに掲載されてい
ます。ご覧いただき、ぜひ、ご活用ください。

▼空き家バンクホームページ

　http://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/20akiya/bukken.html

▼人財バンクホームページ

　http://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/35jinzai/index.html
空き家バンク 人財バンク

空き家バンク
登録番号 39▼場所／字奥春別375番31・53

▼  建物／木造平屋建て

　　　　２ＬＫ

▼建築年／1991(平成３）年

▼価格／600万円

人財バンク
団体登録番号８▼団体名／しらかば合唱会

▼  分野／社会教育・まちづ

くり・学術・文化・芸術・

スポーツ

▼  ＰＲ／講師に吉口教子

先生を迎え、和気あいあいと楽しく歌っていま

す。文化祭、文化賞授賞式セレモニー合唱など、

さまざまな行事に参加。男女問わず仲間を募集

していますので、ぜひ参加してください！

大自然と歴史のアトサヌプリツアーへ出発！

　　　　　　　　空き家バンク／役場まちづくり政策課広報統計係☎４８２‐２９１３（課直通）
　　　　　　　人財バンク／教育委員会社会教育課社会教育係☎４８２‐２９４８（課直通）
問い合わせ先／

てしかがえこまち推進協議会

　観光を基軸としたまちづくりを進め

る、住民主体の協議会。

　「誰もが自慢し、誰もが誇れるまち」

がコンセプト。

多くの塾生が参加

北海道弟子屈から

観光の未来を拓く

　
「
元
気
な
会
社
の
つ
く
り
方　

元
気
な
地

域
の
つ
く
り
方
」
と
題
し
、「
地
域
ら
し
さ
」

を
大
切
に
し
た
観
光
を
基
軸
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
学
ぶ
平
成
30
年
度 

て
し

か
が
観
光
塾
が
11
月
９
〜
11
日
の
３
日
間
、

川
湯
ふ
る
さ
と
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
塾
は
、
て
し
か
が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議

会
が
主
催
す
る
セ
ミ
ナ
ー
。「
観
光
を
担
う

人
材
を
育
成
す
る
」
こ
と
を
目
的
に
毎
年
本

町
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
で
11
回
目
。

道
内
の
み
な
ら
ず
、東
京
、長
野
、和
歌
山
な

ど
全
国
各
地
か
ら
お
よ
そ
60
人
の
塾
生
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
国
土
交
通
省
認
定
観
光
カ
リ

ス
マ
で
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
も
務
め
る
山
田
桂
一
郎
さ
ん
を
は
じ
め
、

国
内
外
で
地
域
振
興
や
人
口
成
熟
問
題
な

ど
に
関
し
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
㈱
日

本
総
合
研
究
所 

調
査
部 

主
席
研
究
員
の
藻

谷
浩
介
さ
ん
、
国
内
外
か
ら
絶
大
な
人
気
を

誇
り
、
数
多
く
の
旅
館
や
ホ
テ
ル
を
経
営
す

る
㈱
星
野
リ
ゾ
ー
ト
の
代
表 

星
野
佳
路
さ

ん
な
ど
豪
華
な
講
師
陣
を
迎
え
、
基
調
講
演
や

講
座
を
実
施
。集
ま
っ
た
塾
生
と
、
当
日
聴
講

に
来
ら
れ
た
町
民
の
皆
さ
ん
も
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

星
野
さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演
「
観
光
立
国
へ

の
道
」
で
は
、
㈱
星
野
リ
ゾ
ー
ト
の
創
設
か
ら

現
在
の
成
功
に
至
る
ま
で
の
軌
跡
を
な
ぞ
り

な
が
ら
、
成
功
の
た
め
に
行
っ
て
き
た
大
き
な

選
択
や
、
生
き
残
る
た
め
に
必
要
な
要
素
、
コ

ン
セ
プ
ト
作
り
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
分
か
り

や
す
く
紹
介
。参
加
者
の
皆
さ
ん
は
興
味
深
そ

う
に
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、聴
講
だ
け
で
は
な
く
、意
見
交
流
の

場
と
し
て
１
日
目
の
夜
に
は
欣き

ん

喜き

湯
で
参
加

者
交
流
会
を
開
催
。町
内
の
飲
食
店
が
地
元
の

食
材
を
使
っ
た
料
理
を
提
供
し
、
参
加
者
は

食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し

た
。２
日
目
に
は
「
弟
子
屈
町
の
観
光
地　

見

て
考
え
る
・
聞
い
て
考
え
る
」と
題
し
て
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
開
催
。摩
周
湖
と
道
の
駅
へ

足
を
運
び
見
聞
を
深
め
ま
し
た
。３
日
目
に
は

グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
の

意
見
交
換
を

実
施
。
ワ
ー

ル
ド
カ
フ
ェ

形
式
の
自
由

な
会
話
を
通

し
、
参
加
者

同
士
３
日
間

の
「
気
づ
き
」

や「
発
見
」を

共
有
し
ま
し

た
。

川湯地区でエゾシカの捕獲調査を行います
　環境省では、国立公園内のエゾシカが植物に与える影響などを把握するた
めに、阿寒摩周国立公園内で「エゾシカ捕獲対策検討業務」を実施していま
す。これに伴い、平成31年３月まで、左記の地図に示す地域で夜間ライトを使
った生息状況調査や生態調査のため麻酔などを使用した捕獲を行います。
　調査は、夕方や夜間に実施することもあり、ご迷惑をおかけいたしますが、
ご理解とご協力をお願いします。

▼実施箇所／左の図のとおり

▼実施期間／平成31年３月まで

問い合わせ先／環境省阿寒摩周国立公園管理事務所☎４８３‐２３３５
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第５次弟子屈町総合計画　行政評価「町民アンケート」結果

「町民アンケート」
　

町
で
は
「
第
５
次
弟
子
屈
町
総
合
計
画
」

の
進
捗
状
況
を
評
価
す
る
行
政
評
価
を
実
施

し
て
お
り
、
そ
の
成
果
指
標
と
す
る
た
め
に
、

毎
年
度
「
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
５
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
踏
ま
え

て
行
わ
れ
た
「
行
政
評
価
」の
結
果
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
ご
意

見
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

目
的
／ 

広
聴
活
動
の
一
環
お
よ
び
総
合
計
画

の
達
成
度
を
測
る
指
標
の
現
状
を
調

査
す
る

対
象
／ 
 20
歳
以
上
の
町
民
名
簿
か
ら
無
作
為

に
抽
出
し
た
１
０
０
０
人

期
間
／ 

５
月
25
日
発
送
、
回
答
期
限
を
６
月

８
日
に
設
定

回
答
率
／
32
･
２
％

実

施

内

容

評

価

方

法

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
う
ち
、
行
政
評
価
・
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
設
問（
問
８
、
問
16
）に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
ご
と
に
大
変
満
足

「
５
」、
満
足
「
４
」、
ふ
つ
う「
３
」、
あ
ま
り

満
足
で
な
い「
２
」、
満
足
で
な
い「
１
」の
い

ず
れ
か
に
○
印
を
つ
け
て
も
ら
い
、
そ
れ
を

集
計
・
点
数
化
し
ま
し
た
。

　

大
変
満
足
「
１
０
０
点
」、
満
足
「
75
点
」、
ふ

つ
う
「
50
点
」、
あ
ま
り
満
足
で
な
い「
25
点
」、

満
足
で
な
い「
０
点
」と
し
て
集
計
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
由
記
載
欄
に
は
自
由
に
意
見
を

書
い
て
い
た
だ
き
、
１
５
９
件
の
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
主
な
意
見
を
掲
載
し
ま
す
。

○ 

道
の
駅
の
ま
わ
り
の
花
な
ど
は
き
れ
い
で

す
が
、ほ
か
に
も
広
が
る
と
い
い
で
す
ね
。

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

（
８
） 

地
域
の
特
産
品
、
お
土
産
な
ど

の
開
発

43

42

+1

40

41

42

41

+1

31

34

24

27

36

37

41

41

０

（
14
） 

地
元
農
産
物
の
販
売
環
境

（
13
） 

既
存
企
業
の
育
成
・
振
興

（
12
）
若
者
が
働
け
る
職
場
づ
く
り

（
11
） 

通
年
雇
用
型
の
企
業
の
誘
致

（
10
） 

地
場
性
の
高
い
新
作
物
や
加
工

品
の
研
究
開
発

（
９
） 

地
場
資
源
な
ど
の
活
用
に
よ
る

企
業
の
支
援

30

34

29

31

38

37

+1

27

30

45

44

+1

28

28

０

（
20
） 

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
魅
力
あ

る
宿
泊
施
設
づ
く
り

（
19
） 

カ
ヌ
ー
や
釣
り
、
農
業
体
験
な

ど
の
体
験
型
観
光
の
推
進

（
18
） 

温
泉
保
養
や
ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し

た
宿
泊
や
滞
在
型
観
光
の
推
進

（
17
） 

町
民
と
連
携
し
た
地
産
地
消
へ

の
積
極
的
な
取
り
組
み
の
推
進

（
16
） 

買
い
物
に
来
や
す
い
商
店
街
の

環
境
づ
く
り

（
15
） 

地
域
密
着
型
の
安
心
で
き
る
商

店
の
育
成

（
21
） 

検（
健
）診
な
ど
健
康
づ
く
り

事
業
の
推
進

54

56

37

32

+5

47

45

+2

（
23
）
医
療
費
助
成
の
充
実

（
22
） 

医
療
施
設
の
診
療
科
目
な
ど

医
療
の
充
実

（
１
） 

摩
周
湖
、
屈
斜
路
湖
、
釧
路

川
な
ど
の
自
然
環
境
保
護

58

58

０

41

42

52

51

+1

46

46

０

47

47

０

59

59

０

46

47

（
７
） 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
C
O
2
を
削

減
す
る
環
境
保
全
の
推
進
と
啓
蒙

（
６
） 
ご
み
の
分
別
収
集
の
徹
底
と

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

（
５
） 

省
資
源
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

の
推
進

（
４
） 

自
然
開
発
に
お
け
る
ル
ー
ル

づ
く
り
の
推
進

（
３
） 

緑
化
や
花
い
っ
ぱ
い
運
動
な

ど
の
推
進

（
２
） 

自
然
環
境
と
調
和
す
る
町
並

み
景
観
の
整
備 設

問

満
足
度（
点
）
昨
年
度（
点
）
点
差

産
業
活
性
化

暮 環
境

-1-1

-1-3-3-1-4-2-3

-2

ら
し

51374842425445

3235353229314331

46

46

０

（
26
） 

自
立
支
援
や
在
宅
援
護
な
ど
障

が
い
者（
児
）福
祉
制
度
の
充
実

48

48

０

50

49

（
25
） 

高
齢
者
の
た
め
の
健
康
・
生

き
が
い
づ
く
り

（
24
） 

福
祉
施
設
の
整
備
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実

+1

47284045 4244

○ 

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
遊
べ
る
公
園
や

遊
び
場
、
屋
内
施
設
が
ほ
し
い
。

○ 

病
院
（
小
児
科
、
耳
鼻
科
、
眼
科
）
が
な

い
の
が
と
て
も
大
変
。

○ 

交
通
面
が
と
て
も
不
安
。

○ 

介
護
保
険
料
が
高
額
で
、負
担
が
大
き
い
。

○ 

消
防
の
サ
イ
レ
ン
や
時
間
の
チ
ャ
イ
ム
が

聞
き
取
り
に
く
い
。

設
問

点
差
策
定
時（
点
）

策
定
時（
点
）

昨
年
度（
点
）

満
足
度（
点
）

設
問

点
差

満
足
度（
点
）
昨
年
度（
点
）

策
定
時（
点
）

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

回

答

結

果

問
８　

 

弟
子
屈
町
の
生
活
環
境
や
ま

ち
づ
く
り
、
町
政
に
つ
い
て

の
満
足
度
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

問
16　

 

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
、
あ
な
た
の
ご
意
見
を
自

由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。（
自

由
記
載
）

※ 

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
う
ち
、
行
政
評
価
・
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
設
問

　
（
問
８
、
問
16
）
の
回
答
の
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

45

46

（
28
） 

母
子
・
父
子
家
庭
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

-1

45

42

40

+2

（
27
） 

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て

る
た
め
の
保
健
医
療
の
充
実

36

弟
子屈
町の
子どもた

ちに明るい未来を

水 と 森 と 人 が 共 に 輝 き、 活 力 あ ふ れ る 自 立 し た ま ち

第５次弟子屈町総合計画

行政評価

結 果

2823
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46

44

+2

47

45

+2

38

37

+1

56

54

+2

55

55

０

（
39
） 

学
校
施
設
の
整
備

（
38
） 

消
防
救
急
・
防
災
防
犯
体
制
と

関
連
施
設
や
設
備
な
ど
の
整
備

（
37
） 

通
勤
・
通
学
・
買
い
物
・
病
院
へ

の
通
院
な
ど
の
移
動
の
利
便
性

（
36
） 

住
宅
周
辺
や
幹
線
道
路
の
除

雪
や
排
雪

（
35
） 

安
全
な
通
行
と
輸
送
な
ど
の

た
め
の
道
路
整
備

（
40
） 

教
育
教
材
や
保
護
者
の
負
担

軽
減
な
ど
の
教
育
環
境

51

50

+1

49

50

50

49

+1

46

47

44

42

+2

40

44

42

42

０

（
46
） 

ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
を
楽
し

め
る
施
設
や
機
能
の
整
備

（
45
） 
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
や
施

設
の
整
備

（
44
） 

芸
術
や
文
化
に
触
れ
ら
れ
る

機
会
の
整
備

（
43
） 

図
書
館
や
資
料
館
な
ど
の
施

設
や
機
能
の
充
実

（
42
）
生
涯
学
習
機
会
の
充
実

（
41
） 

幼
児
教
育
や
機
能
の
整
備

（
47
） 

人
材
育
成
の
推
進

40

40

０

43

44

44

44

０

44

44

０

44

44

０

49

47

+2

（
52
） 

姉
妹
都
市
交
流
や
他
市
町
村
・

国
際
交
流
機
会
な
ど
の
充
実

（
51
） 

他
地
域
へ
誇
る
郷
土
愛
を
育

む
学
習
や
町
の
魅
力
を
高
め

る
活
動
参
加
機
会
の
充
実

（
50
） 

町
民
同
士
や
団
体
同
士
の
連

携
や
協
力

（
49
） 

団
体
や
サ
ー
ク
ル
、
リ
ー
ダ
ー

の
育
成

（
48
） 

弟
子
屈
町
の
こ
と
を
学
ぶ
機

会
の
充
実

（
53
） 

町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

へ
の
推
進

45

44

+1

45

45

０

42

42

０

54

53

+1

46

46

０

45

47

45

45

０

（
59
） 

施
策
の
考
え
方
の
公
表（
施
策

の
説
明
責
任
）

（
58
） 

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
迅
速

化

（
57
） 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ

ビ
な
ど
の
地
域
情
報
基
盤
の
整
備

（
56
） 

広
報
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広

聴
の
充
実

（
55
）
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進

（
54
） 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
会
館
の

整
備

41

43

（
60
） 

財
政
の
健
全
化

○ 

少
子
化
で
高
校
の
存
続
が
心
配
で
す
。

○ 

保
護
者
の
負
担
減
が
手
厚
く
な
る
一
方
、

学
校
予
算
が
減
っ
て
い
ま
す
。
学
校
予
算

は
こ
れ
以
上
減
ら
さ
れ
る
と
苦
し
い
で

す
。

設
問

点
差

設
問

点
差

設
問

点
差

○ 

観
光
に
力
を
入
れ
る
よ
り
、
も
っ

と
住
ん
で
い
る
人
を
大
事
に
し
て

ほ
し
い
。

○ 

町
民
が
協
力
し
て
で
き
る
こ
と
が

何
か
ほ
し
い
。
千
人
踊
り
、
町
民

運
動
会
な
ど
楽
し
か
っ
た
思
い
出

が
あ
り
ま
す
。

○ 

人
口
が
半
減
し
て
も
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
。

○ 

財
政
の
健
全
化
に
対
す
る
取
組
み

に
真
剣
さ
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

○ 

行
政
職
員
の
質
が
悪
い
。
残
念
に

思
う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

教
育

人
材

行
政

-1-1-4

-1

-2-2

○ 

こ
の
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
も
ど
の
く

ら
い
町
行
政
の
中
で
反
映
さ
れ
て
く
る
の
か
。

○ 

前
例
が
な
い
か
ら
無
理
と
い
う
言
葉
は
嫌
い

で
す
。
若
い
人
の
意
見
を
聞
く
耳
を
持
っ
て

や
っ
て
み
て
ダ
メ
な
ら
ま
た
考
え
る
！

 

○
町
の
敬
老
会
年
齢
引
き
上
げ
。
75
歳
と
か
。

町
民
の
声（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

他
そ
の

町内
唯一
の高
校　「

弟子
屈高
校」

松 阪市の 小学
生との交流

48474051

46464745444343

38424248

4450435044444340

満
足
度（
点
）
昨
年
度（
点
）

策
定
時（
点
）

満
足
度（
点
）
昨
年
度（
点
）

策
定
時（
点
）

45

（
30
） 

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
の
推
進

45

45

０

（
31
） 
町
ぐ
る
み
で
育
児
支
援
が
で
き

る
行
政
と
町
民
の
共
同
推
進

48

48

０

32

33

（
33
） 

観
光
の
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い

街
並
み
景
観
の
整
備

（
32
） 

下
水
道
の
整
備

-1

49

37

40

（
34
） 

公
園
、
子
ど
も
の
遊
び
場
、

散
策
路
の
整
備

-3

42

48

49

（
29
） 

保
育
所
な
ど
地
域
の
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
充
実

-1

46

設
問

点
差

満
足
度（
点
）
昨
年
度（
点
）

策
定
時（
点
）

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

策
定
時（
点
）

昨
年
度（
点
）

満
足
度（
点
）

災害に備え
、
関係

機関と連携を密に

まちに
新たな

にぎわ
いを

○ 

せ
っ
か
く
温
泉
が
あ
る
の
に
活
用
さ
れ
て
い

な
い
。

○ 

家
族
・
友
人
な
ど
遊
び
に
来
た
時
に
宿
泊
す

る
場
や
温
泉
施
設
が
な
い
。

○ 

町
商
店
街
の
活
性
化
が
必
要
。

○ 

町
内
の
接
客
・
対
応
の
悪
さ
が
問
題
！

○ 

働
く
場
所
が
も
っ
と
増
え
る
と
い
い
と
思
う
。

○
若
者
の
育
成
に
力
を
注
ぐ
べ
き
。

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

第５次弟子屈町総合計画　行政評価「町民アンケート」結果
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自
然
と
の
調
和

屈
斜
路
湖
の
利
活
用
と
環
境

保
全
対
策

健
全
な
財
政
運
営
と
財

産
管
理

高
等
教
育
支
援
の
充
実

子
ど
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環
境
づ
く
り

観
光
の
振
興

農
業
の
振
興

雇
用
・
新
作
業
の
創
出

施
策

改
善
点
と
今
後
検
討
す
る
こ
と

起
業
者
へ
の
支
援
制
度
の
検
討

新
規
就
農
者
を
育
て
る
農
家

へ
の
応
援

え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
の
在

り
方
検
討

来
年
度
よ
り
弟
小
･
川
小
で

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
始

公
設
の
学
習
塾
の
検
討

公
共
施
設
の
在
り
方
を
見
直

し

１　

 

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
と
も
関
連
す
る
が
、
今
回
の

停
電
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
く

こ
と
。
対
応
可
能
な
在
り
方
を
模
索
、
検
討
す
る
こ

と
が「
地
域
力
」を
高
め
て
い
く
こ
と
に
繋
が
る
。

２　

 

え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
の
設
立
か
ら
10
年
経
過
を
し
、

「
見
直
し
を
検
討
」と
の
理
事
者
評
価
で
あ
る
が
、
同

　

町
で
は「
第
５
次
弟
子
屈
町
総
合
計
画
」

の
目
標
年
次
で
あ
る
10
年
後
に
ま
ち
の

将
来
像
が
達
成
で
き
る
よ
う
、
毎
年
度
、

行
政
活
動
を
評
価
し
て
改
善
に
取
り
組

む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

評
価
は
全
部
で
３
階
層
に
よ
っ
て
行

わ
れ
、
１
次
評
価
が
職
員
の
評
価
、
２

次
評
価
が
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の

評
価
、
３
次
評
価
が
町
民
評
価
委
員
会

の
評
価
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
各
評
価
の
内
容
は
、
１
次

評
価
で
は
、
前
年
度
に
行
っ
た
事
務
事

業
と
そ
れ
を
束
ね
る
施
策
の
評
価
。
２

次
評
価
で
は
、
施
策
の
方
向
性
に
関
す

る
評
価
。
３
次
評
価
で
は
、
評
価
結
果

を
受
け
た
改
善
点
に
関
す
る
評
価
を
行

い
ま
し
た
。

　

２
次
評
価
・
３
次
評
価
の
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

行政評価

結 果
２
次
評
価（
町
長
・
副
町
長
・
教
育
長

に
よ
る
評
価
）の
結
果（
主
な
も
の
）

問い合わせ先／どちらも☎４８２‐２９１３（課直通）まで
町民アンケートについては、役場まちづくり政策課政広報統計係
行政評価については、役場まちづくり政策課政策調整係

３
次
評
価（
町
民
評
価
委
員
会
に
よ
る

評
価
）の
結
果

協
議
会
の
活
動
は
「
種

ま
き
」で
あ
り
、
成
果
が

す
ぐ
に
現
れ
な
い
こ
と

も
確
か
で
あ
る
が
、
住

民
の
意
識
醸
成
は
確
実

に
進
み
、
こ
の
10
年
で

大
き
く
前
進
し
て
い
る
。

廃
止
と
な
れ
ば
当
町
の

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
大

き
く
後
退
す
る
。

３　

 

弟
子
屈
高
校
の
魅
力
向
上
の
た
め
に
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
実
施
す
る
の
か
、
弟
子
屈
ら
し
い

特
色
あ
る
高
校
へ
と
、
教
育
内
容
そ
の
も
の
を
見
直
す

必
要
あ
り
。
例
え
ば
観
光
学
科
の
新
設
や
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
と
結
び
付
け
て
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
の

養
成
コ
ー
ス
の
新
設
な
ど
、
弟
子
屈
ら
し
さ
を
活
か
し

た
観
光
教
育
が
実
現
で
き
る
は
ず
。

４　

 

屈
斜
路
湖
の
適
正
利
用
に
つ
い
て
は
現
在
の
自
主

ル
ー
ル
で
の
運
用
で
は
限
界
が
あ
る
。
動
力
船
の
発
着

場
所
が
守
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
自
粛
エ
リ
ア
を

航
行
し
て
爆
音
を
響
か
せ
て
い
た
り
と
、
利
用
マ
ナ
ー

が
守
ら
れ
て
い
な
い
現
状
で
あ
る
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
推
進
す
る
地
域
と
し

て
、
こ
う
い
う
動
力
船

の
利
用
は
ふ
さ
わ
し
く

な
く
、
適
正
利
用
に
向

け
て
の
議
論
や
利
用
者

へ
の
呼
び
か
け
も
し
て

い
る
と
思
う
が
、
一
向

に
改
善
の
傾
向
も
見
ら

れ
ず
、
む
し
ろ
悪
化
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

は
っ
き
り
と
し
た
対
応

（
全
面
規
制
）を
す
べ
き
。 豊かな観光資源を未来

へ

美しい屈斜路湖と利用者の安
全の
ため

※ 

大
き
く
４
つ
の
点
に
つ
い
て
、
今
後
の
課
題
と
在

り
方
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

第５次弟子屈町総合計画　行政評価結果

ピーターは助けた

子ギツネをパック

スと名付け、一緒に

過ごしていくうち

に、お互い離れがた

い存在に。しかし、

別れなければなら

なくなり…。もう一

度会いたい一心で

お互いを探しあう、

少年とキツネの絆

に涙します。

「
色
と
性
格
の
心
理
学
」

ポ
ー
ポ
ー
・
ポ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
／
著

「
常
識
的
で
何
か
問
題
で
も
？
」

内
田　
　

樹
／
著

「
食
に
ま
つ
わ
る
55
の
不
都
合
な
真
実
」

金
丸　

弘
美
／
著

「
み
そ
さ
え
あ
れ
ば
。」

小
島　

喜
和
／
著

「
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る
」

鈴
木　

美
央
／
著

「
へ
ん
な
西
洋
絵
画
」

　

山
田　

五
郎
／
著

「『
違
う
こ
と
』を
し
な
い
こ
と
」

　

吉
本　

ば
な
な
／
著

「
ザ
・
ラ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
」

ク
リ
ス
・
コ
ル
フ
ァ
ー
／
作

「
ア
リ
に
な
っ
た
数
学
者
」

森
田　

真
生
／
著

「
れ
い
ぞ
う
こ
の
お
く
の
お
く
」

う
え
だ　

し
げ
こ
／
作
・
絵

た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

お
す
す
め
の
新
刊

お
す
す
め
の
新
刊

サラ・ペニーパッカー／作

☆ 

蔵
書
点
検
に
伴
う
特
別
休
館

　

蔵
書
点
検
の
た
め
次
の
日
程
で
休
館
し
ま

す
。ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

移
動
図
書
館（
図
書
館
バ
ス
）は
、
13
日
㈭
に

Ｂ
コ
ー
ス
を
巡
回
し
ま
す
。ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
休
館
日
／
12
月
11
日
㈫
〜
12
月
16
日
㈰

※ 

休
館
中
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
予
約
の
申

し
込
み
は
可
能
で
す
が
、
取
り
置
き
準
備
は

蔵
書
点
検
終
了
後
と
な
り
ま
す
。

☆
年
末
年
始
休
館
の
お
し
ら
せ

▼
図
書
整
理
休
館
／
12
月
30
日
㈰

▼ 

年
末
年
始
休
館
／
12
月
31
日
㈪
〜
１
月
５
日
㈯

　

休
館
中
、
本
の
返
却
は
図
書
館
玄
関
横
の
ブ

ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽ 

今
月
の
休
館
日
／
３
日
㈪
・
10
日
㈪
・
11
日

㈫
〜
16
日
㈰（
蔵
書
点
検
）・
17
日
㈪
・
23
日
㈰

（
天
皇
誕
生
日
）・
24
日
㈪
・
30
日
㈰（
図
書
整

理
日
）・
31
日
㈪

キツネのパックスキツネのパックス

移動図書館（図書館バス）

中央２丁目４番１号

☎（よいほんいろいろ
4 4 4 4

）４８２‐１６１６

開館日／火～金曜日　10時～18時
　　　　土・日曜日　10時～17時
休館日／ 月曜日・祝日・第４金曜日（祝日の場

合はその前日）・年末年始・図書整理日

toshokan@town.teshikaga.hokkaido.jp

新刊案内

Ａコース  運行日／12月６日㈭・20日㈭
　　　　　　　　  １月10日㈭・24日㈭

Ｂコース　運行日／12月13日㈭・27日㈭
　　　　　　　　   １月17日㈭・31日㈭

摩周丘幼稚園  9:00～10:00
停車場所 停車時間

美留和小学校 10:20～10:50
川湯保育園 11:10～11:30
川湯小学校 12:30～13:00
川湯支所 13:10～13:30
奥春別小学校 14:25～14:55

みはらし台こども館 15:30～16:00

停車場所 停車時間
摩周丘幼稚園  9:00～10:00
弟子屈小学校 10:10～10:40
和琴小学校 12:40～13:00
屈斜路コタン 13:10～13:25
川湯支所 13:45～14:05

わんぱくクラブ・川湯農村センター 14:10～14:30
14:40～15:00川湯温泉駅前
15:30～16:00すずらんこども館

おはなしはらっぱ
☆ 『
図
書
館
福
袋 

本
の
福
袋
貸

出
し
ま
す
！
』

　

昨
年
末
、
こ
っ
そ
り
開
催
し
た
こ
の
企

画
、
好
評
を
い
た
だ
い
た
の
で
今
年
も
開

催
し
ま
す
！
図
書
館
職
員
が
テ
ー
マ
ご

と
に
選
ん
だ
３
冊
を
福
袋
に
し
て
貸
出

し
し
ま
す
。ど
ん
な
本
が
入
っ
て
い
る
か

は
、借
り
て
み
て
か
ら
の
お
楽
し
み
！

　

一
般
10
セ
ッ
ト
、
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト

（
中
高
生
向
）・
児
童
・
絵
本
各
５
セ
ッ
ト

用
意
し
て
い
ま
す
。期
間
内
で
も
な
く
な

り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
気
に
な

る
方
は
お
早
め
に
ご
来
館
く
だ
さ
い
！

※ 

お
一
人
さ
ま
１
袋
に
限
り
ま
す
。予
約

は
で
き
ま
せ
ん
。

※
１
袋
で
１
冊
の
貸
出
し
に
な
り
ま
す
。

※ 

貸
出
図
書
で
す
の
で
、
読
み
終
わ
っ
た

ら
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
／
12
月
18
日
㈫
〜
12
月
29
日
㈯

　

ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
！！

☆１日／おはなしはらっぱスペシャルだよ！
       ※13時～14時にクリスマス飾りを作
　　　　  ります♪
☆８日／『きれいなはこ』『へんてこへんてこ』
　　　　『チピヤクカムイ』
☆22日／『ねないこだれだ』 『はんぶんたぬき』
　　　　『イソポカムイ』

　※15日、29日はお休みします

テーマ『神々の物語』

時間／午後１時～　　場所／町図書館

☆年末特別企画☆ボランティア
活動

〇
布
絵
本
そ
よ
か
ぜ
活
動
日

　

６
日
㈭
・
20
日
㈭

〇 

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
日

　

７
日
㈮
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泉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
９
月
26
日
、「
泉

地
区
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
習
会
」を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
高
齢
者
が
道
を
間
違
え
て
家
に

帰
れ
な
く
な
っ
た
り
、
自
分
が
ど
こ
に
い
る

の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、

地
域
ぐ
る
み
で
す
み
や
か
に
発
見
・
保
護
し
、

そ
の
後
の
生
活
を
見
守
っ
て
い
く
「
弟
子
屈

町
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
よ
く
知
り
、認

知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、発
見
・
保
護
す

る
具
体
的
な
対
処
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
も
の

で
す
。

　

当
町
で
初
の
開
催
と
な
る
泉
地
区
で
は
、

自
治
会
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、
34
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

講
義
の
前
半
は「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
」と
し
て
、認
知
症
と
そ
の
対
応
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
後
半
は
実
際
に
迷
っ
て

い
そ
う
な
高
齢
者
を
見
か
け
た
時
に
ど
ん
な

対
応
が
で
き
る
か
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
中

心
に
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
学
習
し
ま
し

た
。

　

弟
子
屈
警
察
署
生
活
安
全
係
長
田
村
警
部

補
に
も
来
講
頂
き
、
実
際
に
高
齢
者
を
保
護

し
た
時
の
通
報
の
や
り
と
り
や
、
ど
ん
な
時

に
警
察
に
連
絡
し
た
ら
良
い
か
な
ど
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
行
方
不
明
者
の
身
辺
情
報
を
ま
と

め
た「
行
方
不
明
者
を
早
期
発
見
す
る
た
め

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
習
会
を
開
催

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
習
会
を
開
催

に
有
力
な
情
報
一
覧
」を
、自
治
会
や
近
親
者

が
、役
場
を
通
じ
て
捜
索
に
当
た
る
警
察
・
消

防
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
よ
り
早
期
の
発
見

を
め
ざ
す
連
携
体
制
に
つ
い
て
も
確
認
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
地
域

で
の
声
掛
け
は
良
く
や
っ
て
い
ま
す
。泉
地

区
は
高
齢
者
が
多
い
た
め
、
学
習
会
に
出
席

し
て
認
知
症
の
方
へ
の
接
し
方
が
今
ま
で
以

上
に
良
く
わ
か
り
ま
し
た
」「
こ
れ
か
ら
私
も

あ
り
が
ち
で
す
。気
を
つ
け
て
自
分
を
、そ
し

て
他
人
も
同
じ
く
守
っ
て
い
く
つ
も
り
で

す
。今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
す

ご
く
難
し
く
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
人

に
寄
り
添
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
で
き
そ
う
に

思
い
ま
し
た
」
と
い
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
「
見
守
り
の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
ど
う

考
え
ま
す
か
」と
言
う
問
い
に
、「
と
て
も
必

要
」と
答
え
た
人
は
89
％
に
の
ぼ
り
、支
え
合

い
・
見
守
り
合
い
の
地
域
づ
く
り
へ
の
意
識

の
高
ま
り
を
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
会
は
、
こ
れ
か
ら
各
地
域
で
展

開
し
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
ご
要
望
の
あ

る
自
治
会
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

❏ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
福
祉

課
地
域
包
括
支
援
係
☎
４
８
２
‐

２
９
２
１（
課
直
通
）ま
で
。

奥
おく

山
やま

  響
ひび

貴
き

 ちゃん 吉
よし

田
だ

　知
ち

遥
はる

 ちゃん 小
こ

西
にし

　咲
さ

妃
き

 ちゃん 鈴
すず

木
き

 あやめ ちゃん 鈴
すず

木
き

 さくらちゃん

平成 30 年度　家族介護者教室を開催
「あれ何だっけ？物忘れのあれこれ」～地域医療の実践～

　年齢を重ねると「物忘れ」や「認知症」が気になってきませんか。川湯で地域に根付いた診療をしている武
井医師を講師に迎え、物忘れのあれこれについて伺います。

　気になる方は、ぜひ、ご参加ください。

　 ▼日時／ 12 月８日㈯　10 時 30 分～正午

　 ▼場所／町公民館　講堂

　 ▼申し込み／不要

　 ▼参加料／無料

　❑問い合わせ先／役場福祉課地域包括支援係☎４８２‐２９２１（課直通）

▼申込期間／平成 31 年 1月 17 日㈭から 1月 31 日㈭

▼対象児童／保護者が就労などで留守になる小学生

▼必要書類／①放課後児童クラブ入会申請書　②児童クラブ個人調書
　　　　　　③保護者が保育できないことを証する書類（勤務証明書、求職活動等申告書）

▼書類の配布先／ 各クラブや通園先の幼稚園、保育園を通じて配布します。はじめて利用を
希望される方は、下記申し込み先までお問い合わせください。

▼休業日／日曜・祝日・年末年始（12 月 31 ～ 1月 5日）・荒天などによる学校の臨時休業日
▼負担金／傷害保険料　年額 800 円程度

　※保護者会ではおやつ代の負担をお願いしています。金額は、保護者会で決定します。

▼放課後児童クラブ支援員／支援員は各クラスに４人配置されます。

▼クラス分け／ 弟子屈小学校には１つのクラブで３つのクラス、川湯小学校には１つのクラスが設置されます。
クラスは各学年が混在する縦割り編成となります。

▼その他／・児童クラブ登録児童の保護者は原則、保護者会へ加入していただきます。
　　　　　・児童のお迎えについては必ず保護者にお願いします。
　　　　　・土曜日、学校休業日、長期休業期間には、昼食のお弁当が必要になります。
❑申し込み・問い合わせ／各放課後児童クラブもしくは役場健康こども課こども支援係　☎ 482‐2935 まで。
　　　　　※入会申請書などは町公式ウェブサイトからもダウンロードできます。

※保護者説明会を予定しています。日程については、あらためてお知らせします。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
１
日

○
平
日
：
放
課
後
〜
18
時

　

放
課
後
か
ら
ク
ラ
ブ
の
生
活

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。平
日
は

時
間
が
短
い
な
か
で
す
が
、
子

ど
も
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び

や
工
作
な
ど
に
時
間
を
有
効
に

使
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。そ

の
後
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
お

迎
え
を
待
ち
ま
す
。

○
土
曜
日
、
学
校
休
業
日
、
長
期

休
業
期
間
：
８
時
か
ら
18
時

　

朝
か
ら
ク
ラ
ブ
の
生
活
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。入
室
後
、
宿
題

を
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
、
お
や
つ

を
食
べ
た
り
し
ま
す
。

放課後児童クラブが移転へ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
現
状

　

現
在
、
町
内
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
は
、
３
カ
所
の
こ
ど
も

館
と
川
湯
青
少
年
会
館
の
計
４

つ
の
施
設
で
運
営
し
、
１
４
０

人
の
児
童
が
利
用
し
て
い
ま

す
。保
護
者
の
皆
さ
ん
の
就
労

状
況
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
利
用
者
は
増
加
を
続
け
て

き
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
子
ど
も
た
ち
の
安

全
・
安
心
を
一
番
に
考
え
、保
護

者
が
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
よ

う
、
地
域
の
小
学
校
施
設
を
活

用
し
た
ク
ラ
ブ
運
営
が
で
き
な

い
か
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

児
童
ク
ラ
ブ
の
学
校
施
設

活
用
に
つ
い
て
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
70
％
が「
ぜ
ひ
活
用
す
べ

き
」「
活
用
す
べ
き
」、
約
20
％
が

「
ど
ち
ら
で
も
良
い
」と
回
答
さ

れ
ま
し
た
。

　

各
児
童
ク
ラ
ブ
は
小
学
校
か

ら
離
れ
た
施
設
で
運
営
し
て
い

る
た
め
、
放
課
後
に
移
動
す
る

際
の
交
通
事
故
や
、
冬
季
間
に

は
薄
暗
い
時
間
帯
に
移
動
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
危
険
性
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
し
た
。ま
た
、
各
施
設
は
い

ず
れ
も
老
朽
化
し
て
い
ま
す
。

　

各
小
学
校
で
は
、
少
子
化
の

進
行
に
よ
る
児
童
数
の
減
少
か

ら
、
特
別
教
室
な
ど
の
有
効
活

用
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、

弟
子
屈
小
学
校
に
３
ク
ラ
ス
、

川
湯
小
学
校
に
１
ク
ラ
ス
の
児

童
ク
ラ
ブ
専
用
室
を
設
置
可
能

と
判
断
し
移
転
が
決
ま
っ
た
も

の
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
を
児
童
ク

ラ
ブ
専
用
室
と
す
る
た
め
の
改

修
工
事
を
主
に
冬
休
み
期
間
に

行
な
い
、
年
度
末
に
移
転
す
る

予
定
で
す
。

町内の 4つの放課後児童クラブが弟子屈小学校・川湯小学校の余裕教室を活用し移転オープンします
小学校から帰宅しても家族が仕事で家には誰もいない

そんな子どもたちのために日常の生活や遊びの場を提供する放課後児童クラブ
移転後の放課後児童クラブがどのような施設なのか、同クラブで子どもたちがどのように過ごしているのか

支援員はどのような思いで子どもたちに接し、見守っているのかを紹介します

　

支
援
員
は
子
ど
も
た
ち
一
人

ひ
と
り
を
見
守
り
、
向
き
合
う

事
で
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
ま

す
。ま
た
、
子
ど
も
間
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
に
つ
い
て
は
、
じ
っ
く

り
と
話
を
す
る
こ
と
で
、
お
互

い
を
理
解
し
解
決
に
向
か
わ
せ

て
い
ま
す
。時
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
学
校
の
担
任
教
諭
な
ど
と
も

情
報
共
有
し
、
保
護
者
の
方
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

愛
情
を
持
っ
て
良
い
方
向
を
見

出
し
て
い
ま
す
。

児童クラブ
利用申込
案内

　放課後児童クラブ支援員から
　私たちは、子どもたちの健

全な遊びと生活を育成支援し

安心して過ごせるような生活

の場や環境を整え安全面に配

慮し子ども達が楽しく過ごせ

るよう見守っています。

平成31年

４月

支援員の皆さん
げんきクラブ（東部こども館） みはらしクラブ（みはらし台こども館）

風の子クラブ（すずらんこども館）わんぱくクラブ（川湯青少年会館）
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楽しく過ごすためのしおり
冬休み

冬休み期間

弟子屈小・中学校／12月26日㈬～１月16日㈬

奥春別・美留和・和琴・川湯小学校・川湯中学校／12月26日㈬～１月17日㈭ 

弟子屈高校／12月22日㈯～１月13日㈰

命を大切にしよう　生活のリズムを守ろう
非行を起こさないようにしよう　事故には十分に注意しよう

▼  外出するときには、帰宅時間や行き先を保護

者に必ず伝えましょう。

▼  学校で禁止されている場所（ゲームセンターや

カラオケボックスなど）には出入りをしないよ

うにしましょう。

▼  軒下や雪山、河川や湖の立ち入り禁止区域など、

危険な場所には行かないようにしましょう。

▼  帰宅時間を守りましょう。

　（小学校・中学校・高校で異なります）

▼  小中学生のみでの外泊は禁止です。

▼  学習にも計画的に取り組み、苦手な範囲を復

習しましょう。

▼  インターネットを通じたトラブルには十分気
をつけましょう。

町民の皆さんへ
　間もなく子どもたちが楽しみにしている冬休みが始
まります。長期の休みでは、子どもが家庭や地域で過
ごす時間が多くなります。普段経験できないことに取
り組めるよい機会にもなります。町内で子どもたちを
見かける機会が多くなると思いますので、町民の皆さ
んには、見守りの輪を広げ、時には声をかけていただけ
るとありがたく存じます。地域の子どもたちに関心を
持っていただき、ご協力いただけますようよろしくお
願いします。
　一方、ネットトラブルなどが大きな社会問題になっ
ており、どこに住んでいても犯罪に巻き込まれる危険
性があります。各家庭におかれましては、スマートフォ
ンやゲーム機器などの使用にかかわる、家庭のルール
づくりやフィルタリングの設定などを通して、子ども
たちを守っていただければと思います。

弟子屈町生徒指導連絡協議会・町教育委員会

弟子屈小学校☎４８２‐２０４４　川湯小学校☎４８３‐２０４１　　和琴小学校☎４８４‐２０６１　

美留和小学校☎４８２‐１０９７　奥春別小学校☎４８２‐４８１９　弟子屈中学校☎４８２‐２０７１

川湯中学校　☎４８３‐２３３７　弟子屈高校　☎４８２‐２２３７ 　　　　　　　　　　　　　　　

町・弟子屈防犯協会・川湯防犯協会・弟子屈町少年補導委員会

弟子屈警察署☎４８２‐２１１０　　川湯駐在所☎４８３‐２１５１

町公式ウェブサイトにて「弟子屈町子育て情報リンク集」が公開されています。
　お母さんの妊娠前から、お子さまが独立するまで、家族をサポートする事業・支援・医療情報をまとめたリンク
集です。「妊娠中の不安を相談したり、共有できる場はないかな？」「小学生に必要な予防接種は？」「子どもが高
校を卒業して進学するけれど、何か助成を受けられるのかな？」など、子育て関連の情報の検索時に、ぜひご活用
ください。
▶リンク集URL　http://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/01news/2017-09-25.html

❏問い合わせ先／役場まちづくり政策課広報統計係☎４８２‐２９１３（課直通）

「弟子屈町子育て情報リンク集」を公開しています
町内すべてのお母さん、お父さん、お子さんへ

◀ こちらのQR

コードから

もアクセス

することが

できます。
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差
出
有
効
期
間

平
成
31年

３
月

 31日
ま
で

料
金
受
取
人
払
郵
便

まちづくり政策課 広報統計係　行

釧
路
中
央
局

８０７５
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生
徒
指
導
連
絡
協
議
会
便
り

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が

る
情
報
端
末
機
器
の
子
ど
も
へ
の
普
及
率
が

年
々
増
加
し
、ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
や
ネ
ッ
ト
依

存
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
昨
年
度
、

本
協
議
会
で
、本
町
の
小
学
校
四
年
生
か
ら
中

学
校
三
年
生
を
対
象
に
情
報
端
末
機
器（
携
帯

電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
ゲ
ー
ム
機
な
ど
）の

利
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

結
果
、ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
情
報
端
末
機
器

の
所
有
率
が
高
め
で
、ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
い

る
時
間
が
長
め
な
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。情
報
端
末
機
器
所
有
の
低
年
齢
化
や
さ
ら

な
る
弟
子
屈
町
の
児
童
・
生
徒
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、今
年
度
は
小
学
一
年
生
か
ら

高
校
三
年
生
ま
で
対
象
を
広
げ
て
調
査
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。す
る
と
、
小
学
校
低
学
年

で
も
家
族
が
所
持
し
て
い
る
情
報
端
末
を
使

え
る
子
ど
も
を
含
め
る
と
７
割
以
上
、高
校
生

に
い
た
っ
て
は
、ほ
ぼ
１
０
０
％
が
個
人
の
端

末
を
保
有
し
て
い
る
現
状
で
し
た
。使
用
内
容

は
、小
学
生
の
場
合
は
主
に
ゲ
ー
ム
や
好
き
な

時
に
動
画
が
み
ら
れ
るY
outube

を
好
む
傾
向

に
あ
り
、
中
学
生
、
高
校
生
と
年
齢
が
上
が
る

に
つ
れL

IN
E

やT
w
itter

な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
介
し
て
他
人
と
つ
な
が
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

利
用
す
る
割
合
が
増
え
る
こ
と
が
見
え
て
き

ま
し
た
。さ
ら
に
一
日
二
時
間
以
上
利
用
し
て

い
る
小
・
中
学
生
は
学
年
差
が
あ
り
一
〜
四
割

で
す
が
、高
校
生
に
な
る
と
一
気
に
八
割
ま
で

増
加
し
ま
す
。つ
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
は
娯
楽

や
友
だ
ち
と
つ
な
が
る
た
め
に
、情
報
端
末
機

器
に
は
ま
っ
て
い
く
と
言
え
そ
う
で
す
。情
報

端
末
機
器
の
普
及
が
進
み
、ネ
ッ
ト
の
利
用
率

が
高
ま
り
、持
っ
て
い
る
こ
と
が
当
た
り
前
に

な
り
つ
つ
あ
る
今
日
、学
校
は
い
か
に
ネ
ッ
ト

社
会
と
上
手
に
つ
き
あ
っ
て
い
く
か
、情
報
モ

ラ
ル
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
急
務
で
す
。

　

た
だ
、端
末
を
利
用
し
て
い
る
時
間
の
多
く

は
家
庭
に
戻
っ
て
か
ら
で
す
。家
庭
教
育
の
役

割
も
大
変
重
要
で
す
。

　

11
月
18
日
、生
徒
指
導
連
絡
協
議
会
も
協
賛

団
体
と
し
て
参
加
し
な
が
ら
、弟
子
屈
町
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
「
脳
ト
レ
」

で
有
名
な
川
島
隆
太
氏
に「
生
活
習
慣
と
子
ど

も
の
心
身
の
発
達
〜
脳
科
学
か
ら
見
る
ネ
ッ

ト
社
会
の
影
響
」に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
習
慣
が
子
ど
も
た

ち
の
脳
に
与
え
る
影
響
な
ど
に
つ
い
て
、多
く

の
皆
様
に
お
話
を
聞
い
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
、子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
私
た
ち
や

保
護
者
・
地
域
の
皆
様
も
思
い
を
一
つ
に
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
自
賛
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。今
後
も
、
子
ど

も
た
ち
の
健
全
育
成
の
た
め
に
、弟
子
屈
町
生

徒
指
導
連
絡
協
議
会
の
活
動
推
進
に
深
い
ご

理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

美
留
和
小
学
校

は
全
校
児
童
が
10

人
に
満
た
な
い
小

さ
な
学
校
で
す
が
、

少
人
数
で
あ
る
こ

と
の
メ
リ
ッ
ト
を

生
か
し
な
が
ら
、全

校
児
童
に
よ
る
自

主
的
な
活
動
や
体

力
作
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

全
校
児
童
に
よ
る
自
主
的
な
活
動
と

し
て
は
、
花
壇
や
プ
ラ
ン
タ
ー
に
よ
る
美

化
活
動
を
楽
し
く
行
っ
て
い
ま
す
。高
学

年
が
学
校
花
壇
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
練
り
、

児
童
全
員
で
配
置
を
考
え
な
が
ら
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
横
の
花
壇
に
色
と
り
ど
り
の
花

を
植
え
て
い
ま
す
。

　

郵
便
局
や
地
元
の
商
店
に
も
プ
ラ
ン

タ
ー
の
花
を
設
置
し
て
い
ま
す
。こ
れ
も

全
て
児
童
全
員
で
相
談
し
、
児
童
の
手
で

準
備
し
、
リ
ヤ
カ
ー
に
載
せ
て
運
ん
で
い

き
ま
す
。

　

体
力
向
上
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
全

児
童
に
よ
る
児
童
会
活
動
の
中
で
、
朝
の

ゲ
ー
ム
集
会
や
外
遊
び
集
会
な
ど
の
企

ネ
ッ
ト
社
会
と
上
手
に

　
　

つ
き
あ
っ
て
い
く
た
め
に

町内団体の取り組みを紹介

～美留和小学校～

協議会から

　今年も、本格的な冬
を感じる季節となりま
した。
　本協議会の理念であ
る「町民が一体となっ
て、児童・生徒の健全育
成に関わっていく」の
もと、今後も関係各団
体からの情報発信や、
町民の皆様への情報提
供の場にしていきたい
と考えております。ま
た、町内で、子どもたち
の様子でお気づきのこ
となどがございました
ら是非お知らせくださ
いますようお願い致し
ます。

問い合わせ先／弟子屈町生徒指導連絡協議会　事務局（弟子屈中学校）☎４８２‐２０７１

12月１日 

No.11

弟
子
屈
町
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会

副
会
長 

小
原　

正
寿（
奥
春
別
小
学
校 

校
長
）

画
を
し
て
い
ま
す
。

　

美
留
和
小
学
校
で
は
児
童
が
進
ん
で

体
を
動
か
す
こ
と
で
体
力
の
向
上
を
図

り
た
い
と
考
え
て
お
り
、
教
職
員
に
よ
る

新
し
い
遊
び
の
紹
介
も
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。ミ
ニ
テ
ニ
ス
な
ど
で
、
高
学

年
が
低
学
年
を
上
手
に
遊
ば
せ
な
が
ら

全
校
で
楽
し
む
姿
な
ど
も
休
み
時
間
に

は
見
ら
れ
ま
す
。

　

明
る
く
た
く
ま
し
い
児
童
の
成
長
を

願
い
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
工
夫
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学校の花壇にきれいな花を
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10
月
23
日
か
ら
30
日
ま
で
９

月
に
実
施
さ
れ
た
摩
周
焼
陶
芸

講
座
、摩
周
焼
窯
元
・
森
雅
子
さ

ん
の
指
導
の
下
、
制
作
し
た
お

皿
や
器
な
ど
53
点
が
公
民
館
ロ

ビ
ー
で
展

示
さ
れ
ま

し
た
。
丁

寧

に

作

ら

れ

た

実
用
的
で

多
彩
な
作
品
に
訪

れ
た
人
も
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。　

　

弟
子
屈
学
級
で
は
11
月
13
日

「
健
康
に
つ
い
て
学
ぼ
う
」
を

テ
ー
マ
に
身
近
に
福
祉
用
具
を

広
め
る
会（
若
林
努
会
長
）の
皆

さ
ん
の
指
導
に
よ
り
、「
知
っ
て

安
心
・
使
っ
て
便
利
・
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
福
祉
用
具
」
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。人
の
手
を
借

り
ず
に
自
助
具
を
使
う
事
で
生

活
に
広
が
り
を
持
て
る
よ
う
に

な
り
、
ま
た
介
護
用
具
の
お
か

げ
で
介
護
の
負
担
を
軽
く
で
き

る
な

ど

、

福
祉

用
具

に
つ
い
て
の
紹

介
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

   

川
湯
学
級
で
は
、
11
月
15
日
「
体
験
を

通
し
て
食
文
化
を
学
ぼ
う
」と
題
し
料
理

教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。町
の
管
理
栄
養

士
石
塚
員
可
さ
ん
の
指
導
の
下
、
フ
ラ
イ

パ
ン
で
ご
飯
を
炊
く
と
こ
ろ
か
ら
作
る

チ
キ
ン
ラ
イ

ス
と
ふ
わ
ふ

わ
オ
ム
レ
ツ

や
、か
ぼ
ち
ゃ

の
プ
リ
ン
な

ど
各
テ
ー
ブ

ル
ご
と
に
協

力
し
な
が
ら

楽
し
く
作
り

ま
し
た
。

　

町
公
民
館
で
11
月
１
日
、「
美
味
し
い

コ
ー
ヒ
ー
の
作
り
方
講
座
」
が
公
民
館
で

開
催
さ
れ
、13
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
喫
茶
あ
い
店
主
山
本
邦
幸
さ

ん
の
指
導
の
下
、
実
演
を
通
し
て
お
い
し

く
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
る
ポ
イ
ン
ト
な
ど

を
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
で

淹
れ
た
コ
ー

ヒ
ー
を
味
わ
い

な
が
ら
ホ
ッ
と

一
息
。そ
の
他
に

も
紅
茶
や
コ
コ

ア
の
作
り
方
も

学
び
ま
し
た
。

　

川
湯
ふ
る
さ
と
館
で
11
月
20
日
、
川
湯

駅
前
の
カ
フ
ェ「
森
の
ホ
ー
ル
」
店
主
の

武
山
ま
き
子
さ
ん
と
、
田
中
志
保
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
、
ク
リ
ス
マ
ス
料
理
に
挑

戦
し
ま
し
た
。町
民
の
方
16
人
が
参
加
。

２
人
の
手
つ
き
を
見
な
が
ら
、
コ
ツ
な

ど
を
聞
き
真
剣
に
料
理
に
励
み
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら

は
「
ぜ
ひ
ク

リ
ス
マ
ス
は

手
作
り
で
」

な
ど
の
声
が

参
加
者
か
ら

聞
か
れ
ま
し

た
。

「生きがい講座」で学んでいます

公民館ロビー展

　

町
教
育
委
員
会
・
弟
子
屈
町
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
主
催

の
地
域
巡
回
ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
、

町
内
各
地
域
で
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
の
指
導
の
下
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
に
挑
戦
。３
世
代
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
て

世
代
間

の
交
流

を
図
り
、

普
段
親

し
む
こ
と
の
少

な
い
ミ
ニ
テ
ニ

ス
や
キ
ン
ボ
ー

ル
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

町
営
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
場

は
、
12
月
26
日
㈬
オ
ー
プ
ン
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

気
象
状
況
に
よ
り
、
オ
ー
プ

ン
日
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
前
に
あ

ら
か
じ
め
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

営
業
時
間
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
冬
休
み
期
間
／
９
時
〜
17
時

▼
通
常
／
９
時
〜
20
時
30
分

▼
主
催
／
町
教
育
委
員
会

▼ 

日
時
／
平
成
31
年
１
月
12
日
㈯
・
13
日

㈰
の
２
日
間
、
い
ず
れ
も
10
時
〜
11
時

50
分

▼ 

場
所
／
町
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
場

▼
講
師
／
守
屋
結
香
さ
ん　

ほ
か

▼
対
象
／
年
長
〜
小
学
校
６
年
生

▼
参
加
料
／
無
料

▼ 

申
し
込
み
締
め
切
り
／
12
月
28
日
㈮

スケート教室開催

昨年のスケート教室

スケート場情報

■
第
７
回
弟
子
屈
町
民
ミ
ニ
テ
ニ
ス
大
会

　

摩
周
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
主

催
の
第
７
回
弟
子
屈
町
民
ミ
ニ
テ
ニ
ス

大
会
が
10
月
７
日
、
摩
周
観
光
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、釧
路
・
根
室
・
帯
広
管
内
か
ら

55
人
が
参
加
。熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

■ 

弟
子
屈
町
民
卓
球
大
会
兼
第
21
回
会

長
杯
争
奪
ク
ラ
ブ
対
抗
親
睦
大
会

　

弟
子
屈
町
卓
球
協
会（
木
暮
敏
男
会
長
）

主
催
、
摩
周
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

共
催
の
平
成
30
年
度
町
民
卓
球
大
会
兼

第
21
回
会
長
杯
争
奪
ク
ラ
ブ
対
抗
親
睦

大
会
が
11
月
18
日
、
摩
周
観
光
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
釧
路
、
根
室
管
内
か

ら
14
チ
ー
ム
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

各地域でニュースポーツ

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

と
歩
く
ス
キ
ー
用
具
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。利
用
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❑ 

全
て
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
体
育
振

興
係
☎
４
８
２
‐
２
９
４
８（
課
直
通
）

ま
で
。

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
・
歩
く

ス
キ
ー
貸
し
出
し
ま
す

どんどんご利用ください

ス
ポ
ー
ツ
で
交
流
深
め
る

キンボールを楽しむ参加者の皆さん

たくさんの力作が

み
ん
な
の
活
躍
を
紹
介

み
ん
な
の
活
躍
を
紹
介

■
全
道
大
会
結
果（
敬
称
略
）

▼
第
40
回
北
海
道
高
等
学
校
秋
季
テ
ニ

ス
大
会
兼
第
41
回
全
国
選
抜
高
校
テ
ニ

ス
大
会
北
海
道
地
区
大
会（
10
月
９
日
か

ら
苫
小
牧
市
）▽
女
子
団
体
戦
１
回
戦
敗

退
▽
佐
藤
穂
香 

坂
田
莉
奈
（
以
上
弟
子

屈
高
校
２
年
）女
子
ダ
ブ
ル
ス
２
回
戦
敗

退▼
第
34
回
北
海
道
高
等
学
校
新
人
陸
上

競
技
大
会
（
９
月
19
日
か
ら
帯
広
市
）
▽

阿
部
優
輝
（
弟
子
屈
高
校
２
年
） 

円
盤
投

予
選
敗
退
▽
山
家
裕
樹
（
同
２
年
）
走
高

跳
予
選
敗
退

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
の
弟

子
屈
ク
ッ
シ
ー
ズ
が
11
月
３
日

か
ら
４
日
北
見
市
で
開
催
さ
れ

た
第
38
回
道
新
カ
ッ
プ
北
海
道

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
道
東
大

会
に
出
場
し
、準
優
勝
に
輝
き
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
１
月
12
日
江
別
市

で
開
催

さ
れ
る

第
35
回

小
学
生

バ
レ
ー

ボ
ー
ル

選
抜
優
勝
大
会

に
出
場
し
ま
す
。

歩
く
ス
キ
ー
コ
ー
ス
情
報

　

桜
丘
歩
く
ス
キ
ー
コ
ー
ス
は
今
年
度

７
５
０
㍍
、
３
㎞
、
６
㎞
の
３
コ
ー
ス
を

雪
が
降
り
次
第
、整
備
し
ま
す
。

　

第
69
回
弟
子
屈
町
総
合

文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。文
化
祭
は
３
部
門
に
分

か
れ
て
行
わ
れ
、
10
月
４
日

か
ら
８
日
に
か
け
て
展
示

部
門
が
町
公
民
館
で
開
催
。

25
の
団
体
と
個
人
の
参
加

者
が
手
芸
や
陶
芸
、
短
歌

な
ど
日
頃
の
文
化
活
動
の

成
果
が
発
表
さ
れ
訪
れ
た

方
々
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

茶
道
部
門
お
よ
び
芸
能

発
表
は
10
月
28
日
に
摩
周

観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
、
茶
道
部
門
は
表
千

家
三
翠
会
さ
ん
に
よ
り
ロ

ビ
ー
で
実
施
。１
３
５
人
が
参
加
し
ま
し

た
。芸
能
発
表
会
は
22
団
体
か
ら
延
べ

３
４
２
人
が
参
加
し
吹
奏
楽
や
舞
踊
、
バ

ト
ン
な
ど
練
習
を
重
ね
て
き
た
成
果
を

披
露
。会
場
か
ら
大

き
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

各部門で日頃の成果を披露
－第69回弟子屈町総合文化祭－

Ｉ
＆
Ｍ
バ
ト
ン
ス
タ
ジ
オ
の
演
技

　20

川湯ダンスクラブの演技

お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
で
ほ
っ
と
一
息

ク
リ
ス
マ
ス
は
手
作
り
で

山本さんのわかりやすい講義も好評

　

皆
さ
ん
の
知
っ
て
い
る
懐
か
し
い
曲

を
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。

▼ 

日
時
／
12
月
６
日
㈭　

10
時
〜
11
時

30
分

▼ 

場
所
／
町
公
民
館　

２
階
講
堂

▼ 

講
師
／
更
科
俊
一
郎 

さ
ん

※ 

申
し
込
み
不
要
で
す
。当
日
は
直
接
お

越
し
く
だ
さ
い
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
町
公
民
館
☎
４
８

　

２
‐
２
３
４
０
ま
で
。

弟子屈クッシーズ大活躍

大活躍の選手たち

用具についてお話する若林会長

石塚さんの指導で料理に挑戦

クリスマス料理が完成
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９
月
６
日
未
明
に
発
生
し
た

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
被
災

地
支
援
の
た
め
「
北
海
道
及
び
市

町
村
相
互
の
応
援
等
に
関
す
る

協
定
」
に
基
づ
き
、
町
の
職
員
が

派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
災
害
で
当
町
の

職
員
が
派
遣
さ
れ
る
の
は
は
じ

め
て
の
こ
と
で
す
。

　

第
一
陣
と
し
て
、
10
月
５
日
か

ら
９
日
に
、防
災
・
建
設
・
水
道
の

分
野
か
ら
あ
わ
せ
て
３
人
の
職

員
が
派
遣
さ
れ
、
被
災
地
で
あ
る
む
か
わ

町
穂
別
総
合
支
所
な
ど
で
、
り
災
証
明
書

の
発
行
や
、
家
屋
被
害
認
定
二
次
調
査
の

受
け
付
け
な
ど
の
支
援
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

第
二
陣
と
し
て
、
11
月
11
日
か
ら
17
日

ま
で
に
２
人
の
職
員
が
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。

　

派
遣
さ
れ
た
職
員
は
、
税
務
担
当
と
環

境
衛
生
を
担
当
す
る
職
員
で
、
む
か
わ
町

本
庁
舎
内
で
、
り
災
証

明
書
の
発
行
や
、
む
か

わ
町
の
職
員
と
家
屋
調

査
を
行
う
な
ど
の
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

　

派
遣
職
員
の
帰
庁
後

に
は
、
今
回
の
支
援
に

つ
い
て
、
派
遣
さ
れ
た

職
員
か
ら
報
告
も
行
わ

れ
、
今
後
の
災
害
な
ど

に
備
え
、
貴
重
な
経
験

を
職
員
間
で
共
有
し
ま

し
た
。

被災地支援のため職員を派遣
北海道胆振東部地震による被災地を支援

派
遣
職
員
に
よ
る
報
告
会

第
２
陣
と
し
て
派
遣
さ
れ
た

田
中
主
事
補
と
今
井
主
任（
左
か
ら
）

第１陣として派遣される職員へ副町長から激励
佐々木主任、菅野係長、船坂主任（左から）

　

お
ひ
さ
ま
保
育
園（
廣
田
勝
彦
園
長
）の

お
ひ
さ
ま
発
表
会
が
10
月
23
日
、
同
園
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

０
〜
５
歳
児
が
各
ク
ラ
ス
の
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
取
り
組
ん
だ
成
果
を
、
そ
れ
ぞ
れ

お
遊
戯
や
劇
な
ど
で
披
露
。保
護
者
に
と

っ
て
は
、
日
頃
の
園
生
活
が
垣
間
見
ら
れ

る
貴
重
な
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
４
日
に
は
、摩
周
丘
幼
稚
園（
鈴
木

幸
榮
園
長
）の
お
遊
戯
会
が
、摩
周
観
光
文

化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
は
、
２
〜
５
歳
児
の

ク
ラ
ス
ご
と
に
歌
や
楽
器
演

奏
、
踊
り
、
劇
な
ど
を
披
露
。

こ
の
日
の
た
め
に
一
生
懸
命

練
習
し
て
き
た
成
果
を
、
元

気
い
っ
ぱ
い
に
舞
台
の
上
で

発
表
し
て
い
ま
し
た
。カ
メ

ラ
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
手
に
し

て
集
ま
っ
た
保
護
者
な
ど
か

ら
は
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

みんなで頑張りました
おひさま発表会

摩周丘幼稚園お遊戯会

元気に演技する園児たち（おひさま保育園）

練習の成果を披露（摩周丘幼稚園） 　

秋
の
火
災
予
防
週
間
の
一
環

と
し
て
、
住
宅
用
火
災
報
知
器

の
普
及
な
ど
を
目
的
に
、
釧
路

北
部
消
防
事
務
組
合
、
弟
子
屈

防
火
管
理
協
議
会
、
弟
子
屈
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
主
催
に
よ
る
行

事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
30
日
に
は
、
第
６
回
防

火
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
弟
子
屈
小
学
校
体
育
館
で
開

催
さ
れ
、
６
チ
ー
ム
34
人
が
参

加
。試
合
の
前
に
は
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い

な
ど
の
救
急
講
習
を
実
施
。そ
の
後
行
わ

れ
た
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
は
、
白
熱

し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

10
月
28
日
に
は
、
町
奥
春
別
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
で
、
第
13
回
火
の
用
心
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
の
抜
け
る
よ
う
な
青
空
の
下
、
町
民

の
方
51
人
が
参
加
し
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を

楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

主
催
者
か
ら

は
、
火
災
が
増
え

る
季
節
に
な
る

こ
と
か
ら
も
、
火

の
取
り
扱
い
に

十
分
注
意
し
、
住

宅
用
火
災
報
知

器
の
設
置
を
す

る
な
ど
防
火
意

識
向
上
も
呼
び

か
け
ら
れ
ま
し

た
。

スポーツで防火意識を高める
第６回防火ソフトバレーボール大会
第13回火の用心パークゴルフ大会

熱戦が繰り広げられたソフトバレーボール大会

晴
天
の
中
で
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト

ワイン用ブドウを収穫
「葡萄色の週末（エビイロウイークエンド）」を開催

　

本
町
産
の
ワ
イ
ン
「
葡

萄
色
の
旦
」
を
地
場
食
材

と
味
わ
う
「
葡
萄
色
の
週

末
（
エ
ビ
イ
ロ
ウ
イ
ー
ク

エ
ン
ド
）」
が
９
月
21
日
か

ら
10
月
８
日
、
町
内
12
の

飲
食
店
と
宿
泊
施
設
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

町
ブ
ド
ウ
・
ブ
ド
ウ
酒
研
究
会（
会
長
・

德
永
町
長
）
が
主
催
し
た
も
の
で
今
回
が

３
度
目
の
開
催
。今
年
は
、
い
な
か
家
源

平
、屈
斜
路
湖
畔
の
宿
ワ
ッ
カ
ヌ
プ
リ
、カ

フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
ノ
ー
ブ
ル
、
お
宿
欣
喜

湯
、食
事
と
喫
茶
p
o
p
p
o
t
e
i
、旬

の
肴
と
う
ま
い
酒
も
っ
き
り
家
、
炭
家
石

花
木
金
、屈
斜
路
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
、川
湯

観
光
ホ
テ
ル
、
す
ず
め
食
堂
＆
バ
ル
、

f
o
o
d
＆
b
a
r  
D
O
M
A
N
I
、

c
a
f
e
＆
b
a
l
Ｃ
O
V
O
が
そ
れ
ぞ

れ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
限
定
メ
ニ
ュ
ー
を
昨
年

秋
に
収
穫
し
た
ブ
ド
ウ
で
醸
造
し
た
ワ
イ

ン
と
共
に
提
供
。多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

10
月
12
日
に
は
、
ワ
イ
ン
醸
造
用
の
ブ

ド
ウ
の
収
穫
が
町
内
の
協
力
農
家
な
ど
で

一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
２
０
０
９
年
か
ら
ワ
イ
ン
用
ブ

ド
ウ
を
栽
培
し
て
お
り
、
現
在
は
町
内
で

約
２
４
０
０
本
の
苗
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。今
年
は
２
６
３
㌔
を
収
穫
。

　

德
永
町
長
や
川
口
摩
周
湖
農
協
組
合
長

ら
関
係
者
約
20
人
と
、和
琴
小
学
校（
齋
藤

超
校
長
）
の
児
童
た
ち
７
人
が
一
房
ず
つ

丁
寧
に
収
穫
し
ま
し
た
。

地場産食材を使った料理とともに

丁寧に収穫をする德永町長と川口摩周湖農協組合長（右）と
和琴小学校の児童たち

参加者全員でAEDの講習



25　広報てしかが 2018.12 広報てしかが 2018.12　24

このページは皆さんからのこのページは皆さんからの

情報で作られています。情報で作られています。

どのような情報でもすぐにどのような情報でもすぐに

かけつけます。かけつけます。

お気軽にご連絡ください。お気軽にご連絡ください。

まちづくり政策課広報統計係☎４８２-２９１３（課直通）

本を身近に感じてほしい

ぬいぐるみおとまり会を開催

10月13日

　川湯エコミュージ
アムセンターを拠点
に活動を行っている
摩周・屈斜路パーク
ボランティア（金井
秀明会長）の皆さん

が、10月20日に藻琴山登山道のロープ撤去を行いました。
　ロープは危険個所の周知や、希少植物の保護のために例
年６月頃に張られ、積雪前に撤去されます。この日はとても
天気が良く、美しい景色を眺めながらの作業となり、２時間
半ほどでロープを回収。ロープだけでなく杭などの点検も
行われ、来年のロープ張り活動に向けても意見が出るなど、
積極的に活動していました。

10月20日

山
頂
直
下
で
も
ロ
ー
プ
を
撤
去

登山道も冬支度

藻琴山登山道ロープ撤去作業

　弟子屈高校
（宮﨑円校長）
で10月18日、
秋の交通安全
講習が行われ
ました。
　この講習は

毎年、愛国自動車学校（釧路市）から講師が招かれ、近い将来
に運転者となる高校３年生を対象に、交通事故防止につい
て講演とさまざまな体験が行われています。特殊な眼鏡を
装着して飲酒運転の疑似体験、動体視力の測定や見通しの
悪い交差点での体験乗車など、歩行者としてだけでなく、運
転者としての交通安全の大切さを学びました。

将来の運転者としての心構えを学ぶ

弟子屈高校で交通安全講習を開催

10月18日

特
殊
な
眼
鏡
で
飲
酒
運
転
を
疑
似
体
験

弟子屈警察署
所在地交番

☎４８２‐２１１０

川湯駐在所
☎４８３‐２１５１

弟子屈警察署ホームページ　http://www.teshikaga-syo.police.pref.hokkaido.jp

除雪時の事故防止
外出の前に安全確認を

 地 域 安 全地 域 安 全 ニュース
平成30年12月発行　第255号

弟子屈地区防犯協会連合会

☎４８２‐２１１０（弟子屈警察署内）

交番だより　平成30年12月号

　例年、屋根の雪下ろし作業中の転落や屋根からの落氷雪の下
敷きになる事故が発生しているほか、暴風雪により尊い命を落
とす被害も発生しています。このような事故を防ぐために、次の
ことに注意しましよう。
●雪下ろしは必ず複数でしましょう。

●除雪機を使うときは周囲の安全確認をしましょう。

●気象情報に注意しましょう。

期日／12月19日㈬　　場所／町公民館

 ▼優良講習　11時30分　 ▼一般講習　13時

 ▼違反講習　９時　　　 ▼初回講習　14時30分

※ 講習は、警察署で運転免許更新の手続きを済ませた後に受
講してください。

自動車
運転免許の
更新時講習

架空請求詐欺
が多発してい
ます！

民事訴訟
最終通告書

訴訟番号　そ 355

この度ご通知いたしましたの

は、貴方の納付されていない

消費料金について・・・・

以上をもちまして最終通告と

させていてだきます。

　民事訴訟管理センター

　電話番号〇〇〇〇

　受付時間〇〇〇〇

このようなはがきが来
たらすぐに警察に相談
してください！

タイヤの盗難に注意！
　道内の一般住宅敷地内から、タイヤが盗まれる事件が発生しています。自宅敷地内に保管していても油断はできま

せん。犯人は目に付いたタイヤを狙って犯行におよびます。外部から容易に目に入る場所での保管は避け、施錠設備

のある物置などに保管するか、屋外保管の場合でもチェーンでタイヤを連結するなどして盗難被害を防ぎましょう。

　保管場所には、防犯カメラやセンサーライトなどの防犯機器を設置すると防犯効果が高まります。

灯油の盗難に注意！
　道内の一般住宅敷地内に設置された灯油タンクから、灯油が抜き取られる事案が発生しています。

　盗難被害を防ぐため、灯油タンクの給油口には鍵付きの盗難防止カバー、配管部には配管の破

壊を防ぐカバーなどの防犯グッズを取り付けるのが効果的です。

　灯油が入ったポリタンクを保管する場合は、施錠設備のある物置などで保管し、タンクごと持

ち去られることがないようにしましょう。

深夜の泥棒被害に注意！
　道内で、夜間無人となる会社事務所や飲食店の出入口ドアのガラスを割られ、中にあった現金を盗まれるなどの事

件が発生しています。盗難被害防止のため、長時間無人となる事務所や店舗内には、現金などの貴重品を置かないよ

うにしましょう。また、防犯カメラやセンサーライトなどの防犯機器を設置して泥棒を近づけさせない自主防犯対策

も大切です。

　川湯小学校（川島真
澄校長）で10月15日、硫
黄山の噴火を想定した
避難訓練が行われまし
た。
　常時観測火山にもな

っているアトサヌプリ（硫黄山）の近くにある同校では定期
的避難訓練を行っています。今回は、硫黄山が噴火したと想
定し、防災ずきんを身につけ、すみやかに体育館地下に避
難。さらに町外への避難が必要になることも想定し、地下か
ら教員が運転する自動車まで移動し、本番さながらの訓練
が行われました。訓練終了後は、町総務課中村防災対策専門
官から日頃の訓練が大事とお話がありました。

日頃からの備えが大事

硫黄山噴火を想定した避難訓練実施｜川湯小

10月15日

防
災
ず
き
ん
を
身
に
つ
け
避
難

　町図書館が主催するぬ
いぐるみおとまり会が10
月13日、町図書館で行わ
れました。
　この会は、いつも子ど
もたちがかわいがってい

るぬいぐるみが図書館に泊まり、絵本を選ぶことで、本を身
近に感じてもらうきっかけになればとはじめて開催。子ども
と保護者を合わせ14人が参加しました。当日は「絵本の会お
はなしはらっぱ」による読み聞かせの後、図書館に泊まった
ぬいぐるみたちが、館内を探検しながら絵本を選びました。
翌日、ぬいぐるみを迎えに来た子どもたちに絵本を貸出し、
探検中の写真もプレゼントされ、たいへん喜んでいました。

ぬ
い
ぐ
る
み
を
寝
か
し
つ
け
て

　泉老人クラブ喜
楽会（久保日出雄会
長）の皆さんが、10
月18日、倖和園を慰
問しさまざまな演
芸を披露しました。
　いつも運動会や

盆踊りに参加し、泉地区を盛り上げてくれる倖和園の皆さん
にお返しをしたいと、初めて催されました。この日のために
練習を重ねた舞踊やカラオケ、ドジョウすくい、スコップ三
味線などが披露され、会場からは大きな拍手が。利用者を代
表し森田さんが「時間を忘れて楽しませてもらった。ぜひま
た来てほしい」とあいさつ。大盛況のうちに幕を閉じました。

歌や踊りで楽しい時間を

泉喜楽会が倖和園を慰問
「
ま
た
来
て
ね
！
」と
大
き
な
声
援
が

10月18日
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　てしかがえこまち推
進協議会・エコツーリ
ズム推進部会（藤原仁
部会長）では10月21日、
町民限定の硫黄山登山
モニターツアーを実施

しました。2000年に発生した落石事故以来入山禁止となっ
ている硫黄山の登山道再開に向け、根釧西部森林管理署の
特別な許可を得て実施したもので、町民の方や関係者約30
人が参加。ガイドの案内の下、硫黄山レストハウスから通称
「熊落とし」と呼ばれる火口などを周り、山から見える紅葉
の景色を楽しみました。今後も登山道再開に向けて関係機
関と調整を続ける予定です。

登山道再開を目指して

硫黄山登山モニターツアーを実施

10月21日

ガ
イ
ド
の
案
内
で
ツ
ア
ー
を
実
施

　第18回摩周焼体験学
習が11月12日、弟子屈
中学校（佐藤敬喜校長）
体育館で行われました。
　中学３年生の卒業記
念作品の制作として毎

年行われています。今年は弟子屈中学校の生徒52人が体験。
初回から講師を務める摩周焼窯元の森雅子さんとスタッフ
の方々の指導の下、丁寧に作成しました。時にはスタッフの
方に手伝ってもらったり、生徒同士で助け合ったりしなが
ら、世界に一つだけの作品を作りあげました。作品は森さん
の窯で焼き上げられ、後日生徒たちの手元に届けられます。
 　作品は後日、町公民館で展示される予定です。

11月12日

森
さ
ん（
右
）指
導
の
下
楽
し
く
作
業

卒業記念に特別な作品を

弟子屈中学校で摩周焼きの体験実習を実施

11月７日

　泉自治会（近江屋茂
会長462戸）の設立50
周年祝賀会が11月４
日、泉ふれあいセンタ
ーで開催され、自治会
員など65人が参加し、

50年の節目をお祝いしました。
　泉自治会は昭和44年１月に会員数288戸で設立。最盛期の
平成２年には567戸の会員数を数え、現在でも町内最大の自
治会です。祝賀会ではこれまでの思い出話に花が咲き、あち
らこちらで笑い声が起こっていました。これからもより良
い地域づくりと、隣近所の助け合い活動を進めて行くこと
などを確認されていました。

これまでの歩みを振り返り

泉自治会50周年祝賀会を開催

11月４日

昔
を
懐
か
し
み
笑
顔
で
歓
談

　有限会社摩周
植物園（古瀬
幾代表取締役）
の皆さんが地域
社会貢献事業と
して11月７日、
摩周温泉公園の
駐車場で植樹桝

ます

の雑草を抑制す
るため、ウッドチップによるマルチングを行いました。
　利用者に気持ちよく使用してほしいとの思いから行わ
れ、４人が参加。この整備によって景観を保ち、利用者をよ
り安全に迎えられるようになりました。

地域の役に立ちたい

摩周植物園の皆さんが摩周温泉公園を整備
ス
コ
ッ
プ
を
使
い
丁
寧
な
作
業

11月12日

悲惨な事故を防ごう

川湯で旗の波による街頭啓発

　川湯交通安全指導員
会主催による旗の波街頭
啓発運動が川湯温泉駅前
通りと国道391号が接す
る交差点周辺で11月１日
に行われました。
　当日は弟子屈警察署

や川湯自治会関係者なども含め20人が参加。該当道路付近
は大型車両の通行も多く、日没時間が早まるこの時期は、特
に注意が必要です。
　参加者は安全旗を手に、国道391号を往来する走行車両な
どのドライバーに交通安全意識の向上を訴え、交通事故防
止の徹底を図りました。

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
参
加
者

11月１日

　南弟子屈の旧昭栄
小学校で10月21日、
南弟子屈地域活性化
協議会（小澤重則会
長）主催によるプレ
イベントが開催され
ました。

　イベントは南弟子屈在住者と同校の利用者を対象に開催
され、お食事やフリーマーケット、協力隊の岡西さんによる
パン・青木さんによるスイーツの販売、手作りの窯で焼くピ
ザ作り体験や親子フラダンスのステージ発表など、盛りだ
くさんの内容。口コミでの参加者も増え、大人から子どもま
で多くの来場者でにぎわいました。

人が集まり 集う 町の玄関口

南弟子屈でプレイベントを開催
窯
で
焼
く
手
作
り
ピ
ザ
は
大
人
気

10月21日

　町老人クラブ連合会
（竹内勲会長）主催の第
28回町老人福祉大会「演
芸交流の集い」が10月26
日、町社会老人福祉セン
ターで行われました。

　高齢者の生きがいづくりと、同世代の仲間との支えあい、
福祉の向上を図ることを目的に開催されています。15のク
ラブからおよそ220人が参加し踊りやカラオケなど多彩な
演芸が披露されました。
　町の地域支えあい推進員（生活支援コーディネーター）の
藤原直美さんによる講演「地域のつながりを深める 聞き上
手入門」が行われ、支え合いの意識や知識を深めました。

老人クラブの皆さんが歌や踊りで交流

第28回 「演芸交流の集い」

10月26日

出
演
者
に
よ
る
多
彩
な
演
芸

　摩周湖の環境保全を目
的とした湖水環境モニタ
リング調査の実施とエコ
ツーリズムの推進や周辺
地域の発展を目指す摩周
湖環境保全連絡協議会が

11月12日、德永町長が発起人となり設立されました。
　これまで国立環境研究所が実施してきた湖水環境モニタ
リング調査が平成30年度を持って終了となることを受け設
立に至ったもの。国が調査を再開するまでの間、本町と周辺
地域が主体となり、関係機関と協力しながら継続することと
なりました。協議会による第１回調査は平成31年度の８月下
旬～９月中旬にかけて行われる予定です。

美しい摩周湖を未来へ

摩周湖環境保全連絡協議会設立総会を開催
国
に
調
査
の
再
開
要
望
を

　町内の小学校の
１、２年生が町内
の保育園・幼稚園
の年長児を招待し、
おもてなしをする
合同生活科「ましゅ
うランド」が 11 月

20 日、弟子屈小学校（中原英雄校長）体育館で行われました。
　生活科の授業の一環で、毎年行われています。児童はダ
ンスや的あて、ボーリングなど 10 種類のお店を開店。招待
された園児 47人がお客さんとなりお店を回りました。ゲー
ムの内容は児童が考えて準備し、接客にも挑戦。どのお店
でも笑顔があふれ、大賑わいとなりました。

楽しいゲームでおもてなし

ましゅうランド大賑わい
さ
か
な
の
お
に
ご
っ
こ

11月20日

　町教育委員会主催による
平成30年度町立小・中学校
思春期保健講座が11月13
日、弟子屈小学校（中原英雄
校長）と弟子屈中学校（佐藤
敬喜校長）で行われました。
　同講座は、思春期から命

の大切さを知り正しい性意識の理解を図ることを目的に実
施されています。札幌相談専門助産院あさ 代表助産師よし
ゆうこさんが講師を務めました。児童生徒は性の種類が男
女の別だけでなく50種類以上あることを学び驚いた様子。
また助産師の仕事や出産の様子、ドップラーで心臓の音を
聞く体験などを通し命の尊さを感じた様子でした。

生と性から命の大切さを学ぶ

平成30年度 小・中学校思春期講座
胎
児
人
形
を
抱
い
て
重
さ
を
実
感

11月13日

　北海道横断自動
車道釧路地区早期
建設促進期成会
（会長・蝦名大也釧
路市長）主催の道
東自動車道パネル
展が、11月20日か
ら29日にかけて町

公民館ロビーで開催されました。
　道東自動車道の整備状況や役割をPRするとともに、利用
を促進する目的で毎年開催されています。訪れた皆さんは
パンフレットを手に取ったり、興味深げにパネルに見入っ
たりしていました。

高速道路の整備状況や役割に理解を深めてほしい

道東自動車道パネル展を開催
道
東
道
の
現
在
と
未
来
に
つ
い
て
展
示

11月20日～29日
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12月　アリーナ一般開放日

文化センターガイド

◎＝全面　　○＝半面　　休＝休館日
（時間帯は18:00～21:00です）

日

日
区　

分

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

19 21 22 23 25 26 27 28 29 30

金 火月日 木 金水火月日 土

水月 木 金 日土 木 金 日土水火月 月火
20

区　

分

水土 土

17 18 24 31

問い合わせ先
釧路圏摩周観光文化センター　☎482-1811

16
日

火
１

◎

休 休

エ
ル
タ
ッ
ク
ス（
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
）で
申
告
を

　

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
と
は
、
窓
口
に
出

か
け
ず
、北
海
道
の
法
人
道
民
税
・
法

人
事
業
税
・
地
方
法
人
特
別
税
、市
町

村
の
法
人
市
町
村
民
税
・
個
人
住
民

税（
給
与
所
得
報
告
書
）、
固
定
資
産

税（
焼
却
資
産
）の
申
告
・
申
請
が
、自

宅
や
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
か

ら
簡
単
に
行
え
る
も
の
で
す
。

　

ぜ
ひ「
エ
ル
タ
ッ
ク
ス（eL

T
A
X

）

に
よ
る
電
子
申
告
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
 U
R
L
:http://w

w
w
.eltax.jp/

❑ 
問
い
合
わ
せ
先
／
札
幌
道
税
事
務

所
税
務
管
理
課
☎
０
１
１
‐

２
０
４
‐
５
０
８
３
ま
た
は
、釧
路

総
合
振
興
局
課
税
課
事
業
税
間
税

係
０
１
５
４

９
１
６
１
ま
で
。

保
健
所
で
心
の
健
康
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す

　

釧
路
保
健
所
で
は
、保
健
師
や
精
神

科
医
師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談（
精
神

保
健
福
祉
相
談
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

保
健
師
に
よ
る
相
談（
電
話
・
面
接
）

　

 

／
月
〜
金
曜
日
の
９
時
〜
17
時

▼ 

精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談（
面
接
）

　

／
12
月
21
日
㈮　

14
時（
要
予
約
）

▼
場
所
／
釧
路
保
健
所

❑ 

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
保

健
所
健
康
支
援
係
☎
０
１
５
４


５
８
２
５（
代
表
）ま
で
。　

春
休
み
海
外
研
修
交
流

事
業
参
加
者
募
集

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修

会
で
は
、
小
学
校
３
年
生
か
ら
高
校

生
の
た
め
の
春
休
み
海
外
研
修
交
流

事
業
を
行
い
ま
す
。海
外
生
活
を
通

し
て
交
流
を
体
験
し
、
国
際
感
覚
を

養
い
ま
す
。事
前
研
修
会
で
は
、仲
間

作
り
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時
／
平
成
31
年
３
月
24
日
㈰
〜

４
月
５
日
㈮
の
う
ち
、11
日
間

　

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

▼ 

内
容
／
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
英
語
研

修
、
文
化
交
流
、
地
域
見
学
、
野
外

活
動
な
ど
を
コ
ー
ス
に
よ
り
選
択

▼ 

研
修
国
／
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
・
サ
イ
パ
ン
・
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

カ
ン
ボ
ジ
ア

▼ 

説
明
会
／
全
国
10
都
市
で
開
催

（
予
約
不
要
・
入
場
無
料
）

▼
定
員
／
10
〜
20
人

▼ 

参
加
費
／
25
万
８
千
〜
49
万
８
千

円
❑ 

資
料
請

求
・
問

い
合
わ

◎ 休 休

摩周杯ソフトバレーボール大会

今月の主な行事予定
８日 釧路江南高校テニス部
９日

釧路市立青陵中学校テニス部26･27日

○ ○ ◎

○ 休

木
○

○ ◎ 休 休 休

※12月30日㈰～１月５日㈯は休館です。
11月８日現在の予定ですので、一般開放利用を希望する方は、
文化センターにあらかじめお問い合わせください。

寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

❑
中
西　

英
子　

様（
高
栄
２
）

　

▼
現
金　

10
万
円

　

 

亡
夫
（
豊
）
が
生
前
町
に
お
世
話
に

な
っ
た
お
礼
と
し
て
、町
の
た
め
に

役
立
て
て
ほ
し
い
。

❑
西
端　

敏
夫　

様（
中
央
２
）

　

▼
現
金　

５
万
円

　

 

亡
妻
（
ア
ヤ
）
が
生
前
町
に
お
世
話

に
な
っ
た
お
礼
と
し
て
、町
の
た
め

に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

せ
先
／
公
益
財
団
法
人
国
際
青
少

年
研
修
会
☎
０
３
‐
６
４
１
７
‐

９
７
２
１
ま
で
。

北海道電力からのお願い

　この冬も引き続き「無理のない範囲での節電」
に、ご協力をお願いします。
　詳しくは、ほくでんホームページを
ご覧ください。

ほくでん節電 検索 ➡➡
今月のバスケットゴール設置日は９日㈰です！

冬休み無料開放イベントを１月14日㈪に予定していますので、
どうぞお楽しみに！

❑
石
田　

延
子　

様（
中
央
３
）

　

▼
現
金　

１
万
円

　

 

亡
夫
（
忠
義
）
が
生
前
町
に
お
世
話

に
な
っ
た
お
礼
と
し
て
、ま
ち
づ
く

り
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

❑
㈱
北
興
商
事　

弟
子
屈
支
店

　
　

支
店
長　

佐
々
木　

忠
昭　

様

　

▼
住
居
表
示
ス
テ
ッ
カ
ー　

２
３
８
枚

　

 

町
内
の
住
居
表
示
整
備
の
一
環
と

し
て
使
用
し
て
ほ
し
い
。

❑
ふ
る
さ
と
納
税　

２
０
９
件

　

▼
現
金　

合
計
５
５
９
万
５
千
円

 今月の休館日
　（ １、２、 ３､ ４､
10、11、16、17、
18､ 25､ 30､ 31日）

10時～17時（水・木・金・土・日）

 小・中・高校生／無料

一般／540円（税込み）

毎月第２・４土曜日は
無料開放日！

☎４８３４８３‐２０７２２０７２
1212月

開館時間館時間休館日館日

利用料用料

がんばれ水泳教室（25メートル泳げる成人）

　◇日時／⑤、７、⑫、14、⑲、21日

14時～14時45分

※○は送迎バスあり（13時05分　公民館前発）

水中運動教室（一般成人）

　◇日時／⑥、⑬、⑳日

14時～14時45分

※○は送迎バスあり（13時05分　公民館前発）

水中ジョギング教室（一般成人）

　◇日時／５、12､ 19日　　　　　10時30分～11時15分

幼児・小学生父母教室（幼児・小学生教室参加の保護者）

　◇日時／８、15、22日　　　　　　　10時30分～正午

小学生水泳教室（町内の小学生）

　◇日時／８、15、22日　　 　　  10時30分～11時15分

フリー教室（町内在住の方）

　◇日時／ ６、７、８、９、13、14、15、20、21、22、

23、29日　

木・金曜日　10時～正午

土・日曜日　13時～15時

選手コース（摩周スイミングスクール所属）

　◇日時／ ５、６、７、８、９、12、13、14、15、19、

20、21、22、23、24、26、27、28､ 29日　　

　　　　　　　　　　　　　　 15時～17時

※ 上記はあくまでも各教室のお知らせです。一般の方
も、ぜひ、お気軽にプールをご利用ください。

※ 幼児・小学生の水泳教室は
定員となりました。

第 770 回全国自治宝くじ（年末ジャンボ）と

第 771 回全国自治宝くじ（年末ジャンボミニ）と

第 772 回全国自治宝くじ（年末ジャンボプチ 1000 万）の

収益金の一部は、大阪府北部地震・平成 30 年７月

豪雨（西日本豪雨）・北海道胆振東部地震の被災地支

援に役立てられます。
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（広告）

[職種]   　 　  【お掃除係】　　　【食器洗浄係】
[勤務時間]  10:30~13:00くらい　18：20~21：00くらい

[募集人数]  　　 ３～４人　　　  　 １～２人

[勤務日数] 閑散期 週０～１日／繁忙期 週１～５日

[時給]　　  850円+交通費～

　　　　　お仕事の習熟度に応じてＵＰします。

[条件]　　 車で通勤できる方、やる気・責任感のある方。

　　　　　お持ちの携帯電話等でメールを使える方。

　　　　　（シフトをメールで連絡します）

[応募]　 　 メールにて連絡をください。

　　　　　 早い者勝ちにならないように、少なくとも

12月15日までは、必ず募集をします。

　　　　　 その後も、不足があれ

ば募集を継続します。

　　　       履歴書をご用意くだ

さい。（写真は不要です）

[その他]　 詳細は面談にて

☎（015）482-2622 (担当 馬場)
札友内原野52線30番地3

https://www.polaris-hokkaido.com/
staff03@polaris-hokkaido.com

ペンション　ぽらりす

　ペンションのお仕事を
　　　　　　手伝ってください！

※  お子様連れでの
　お仕事もご相談ください。

－－－－以下は共通です。（両方できる方大歓迎です）－－－－

入居者を募集します町 宅住営

公募対象住宅一覧表
月額住宅料建設年度 規　模 戸 数 備　考団　地　名　・　構　造

　役場では、次の期間で町営住宅入居者を募集します。入居者は、条件を備えている方から、困窮度などに応じて
決定します。
▶受付期間／12月３日㈪～12月10日㈪（土・日・祝日は除く）
▶受付窓口／役場建設課管理係・川湯支所
▶入居時期／平成31年１月中旬予定
▶入居敷金／住宅料（月額）の３倍の額、単身者用住宅は60,000円（住宅料の２倍）の額
※ 入居要件、入居基準など、詳しくはお問い合わせください。
※ 入居しようとする方、同居しようとする親族などが暴力団員である場合は、入居が認められません。
❑問い合わせ先／役場建設課管理係☎４８２‐２９４１（課直通）まで。

10,000～14,900円Ｓ53 ３ＤＫ ２ 57.0㎡（４軒長屋）南弟子屈団地（簡易耐火平屋）

注１　場合によっては募集内容を変更することがありますので、あらかじめご了承願います。
注２　各部屋の照明や給湯器、暖房器具などは、入居される方が必要に応じて用意することになりますので、あらかじめご了承願います。

緑団地（簡易耐火平屋） Ｓ54 ３ＤＫ 10,900～16,200円 １ 59.1㎡（４軒長屋）

月額共益費
-
-

12,700～18,100円Ｓ55 ３ＤＫ １ 66.5㎡（４軒長屋）緑団地（簡易耐火平屋） -
緑団地（耐火中層・４階建） Ｈ３ ３ＤＫ 20,700～30,900円 １ 72.2㎡（３階）2,030円

北海道国民健康保険
団体連合会表彰を受賞

　北海道国民健康保険団体連合会表彰が10月31日、
札幌市中央区国保会館で行われ、国民健康保険運営
協議会委員として長年国民健康保険事業の推進向上
に著しい功績のあった、上枝榮二 委員が受賞されま
した。
❏問い合わせ先／役場健康こども課健康保険係
　　　　　　　　☎４８２‐２９３５（課直通）

残薬（ざんやく）という言葉を知っていますか？
　医療機関などで処方したお薬を飲み忘れなどでお家に飲み残したお薬を残薬（ざんやく）といいます。
　このような残薬がある方は、薬剤師さんと相談して残ったお薬を使い新たに処方されたお薬と調整してもらえ
ます。このように調整することでお薬代が安くなったり、また複数の医療機関などを受診している場合に同じよ
うな効能のお薬を処方しているケースがあり、飲み過ぎに注意することができますので各医療機関や薬局にご相
談ください。また、１度に複数のお薬を飲む必要がある場合、飲む分をまとめて小分け（一包化）にすることもでき
ます。まずはご相談ください。

▼相談できる町内の薬局／摩周調剤薬局☎４８２‐８３８８　　湯の島調剤薬局☎４８２‐６０６０

▼必要なもの／被保険者証、お薬手帳、残ったお薬
❑問い合わせ先／役場健康こども課保険年金係☎４８２‐２９３５（課直通）

（広告）

2019年１月より、

画期的なカーリース 開始！

１日あたり500円から借りられる
ワンコインカーリースワンコインカーリース
電話にて、ご予約下さい

0120-925-282

大手の残価設定型リースとは異なります！

今なら弟子屈町民
　先着５名様限定
初期手数料を半額に
　　いたします

３ヶ月～
２年の短期リース

ワンコインＣＡＲリース

CARイッス　摩周
＜株式会社TAO＞

ＣＡＲイッスＬＩＮＥアカウントＱＲコード 

～むかしむか史を知り、豊かな自然を見つめ直し、今を学び、明日を拓
ひら

く～
　細川音治さん（現在札幌在住）が弟子屈町と自然を愛する仲間たちと設立した「てしかが郷土研究会」。種市さん

を顧問に迎え、広報誌の１ページを担当、てしかがのむかしを紹介。合わせて行動を共にしなければと先人たち

が生きるために工夫して使ってきた生活道具が、便利な道具に追いやられて倉庫でほこりをかぶって眠ったまま

放置されているのを見、放っておけずに収集を開始。道具たちの生命を守るため「てしかがの蔵」に継ぎました。

　てしかがの広報紙が、次号より私たちの町を担う若者の知恵を注入して新しくなります。継がれたバトンを手

渡しする相手を決めずに置く事を残念に思いますが、しっかり受けてくれる人の出現を望みます。

　「てしかがの蔵」の生きている道具たちが、明日を拓く皆さんの大きな力になってくれる事を信じています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新しい広報誌に期待をこめて　　

てしかが郷土研究会　副会長　小川　充洋

伝え続けて 31 年　
「むかしむか史　てしかが歴史写真館」

連載終了へ

　種市さん、あなたから受け継いだバトンを仲間たちが
懸命に繋いで31年。338回になりました。
　広報誌からてしかがのむかしむか史を紹介するのはこ
れで終了しますが、むかしを知る事はとても大切です。
あなたのまわりの先輩たちに進んで接し、てしかがのむ
かしむか史を聞き、学び、明日への糧にしてください。

昭
和
62
年
７
月
号
の
第
１
回
む
か
し
む
か
史
の
冒
頭
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日 月 火 水 木 金 土

１

２３４５６７８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24

25 26 27 28 2930 31
■問い合わせ先／問い合わせ先／健健  康康 健康こども課☎482-2935  健康こども課☎482-2935  町町 民 民 環境生活課☎482-2934  環境生活課☎482-2934  税税務務 税務課☎482-2914  税務課☎482-2914  開開 放 放 おひさま保育園☎482-2444おひさま保育園☎482-2444    子子 育 育 子育て支援センター「ひなたぼっこ」☎482-5667子育て支援センター「ひなたぼっこ」☎482-5667

天皇誕生日 振替休日

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

  ……記号の見方…………記号の見方……
健健
  康康 ～健診や子育て相～健診や子育て相
　　 談など　　 談など

町町 民 民 ～行政相談、人権～行政相談、人権
　　 相談　　 相談
開開 放 放 ～保育園開放など～保育園開放など
子子 育 育 ～子育て支援セン～子育て支援セン
　　 ター開放など　　 ター開放など
税税務務 ～税の納期など～税の納期など
催催 し し ～イベント､その他～イベント､その他

開開 放 放 保育園開放「遊ん保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保　保育園／川湯保
　育園・9:00～）　育園・9:00～）
子子 育 育 ひなたぼっこ移動ひなたぼっこ移動
　開放「０～３歳｣（川　開放「０～３歳｣（川
　湯ふるさと館・9:　湯ふるさと館・9:
  30～11:30）  30～11:30）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

健健
  康康 健康相談（役場・健康相談（役場・
　10:00～16:00）　10:00～16:00）
健健
  康康 母子手帳交付（役母子手帳交付（役
　場・10:00～16:00）　場・10:00～16:00）

子子 育 育 親子遊び「クリスマ親子遊び「クリスマ
　ス飾り制作｣（子育　ス飾り制作｣（子育
　て支援センター・　て支援センター・
　10:00～11:30）　10:00～11:30）
【要事前申し込み】【要事前申し込み】

午後開放なし午後開放なし

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前２～３歳｣　 「午前２～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)
税税務務 町・道民税４期、国町・道民税４期、国
　民健康保険税７期、　民健康保険税７期、
　後期高齢者医療保　後期高齢者医療保
　険料７期、介護保　険料７期、介護保
　険料４期納期限　険料４期納期限

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30　／14:00～16:30

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前２～３歳｣　 「午前２～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)
健健
  康康 ９・10カ月児相談９・10カ月児相談
　（福祉センター・　（福祉センター・
　10:00～）　10:00～）

開開 放 放 保育園開放「遊ん保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保　保育園／川湯保
　育園・9:00～）　育園・9:00～）
子子 育 育 ひなたぼっこ移動ひなたぼっこ移動
　開放「０～３歳｣（川　開放「０～３歳｣（川
　湯ふるさと館・9:　湯ふるさと館・9:
  30～11:30）  30～11:30）

開開 放 放 保育園開放「遊ん保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保　保育園／川湯保
　育園・9:00～）　育園・9:00～）
健健
  康康 乳児・３歳児・４歳乳児・３歳児・４歳
　半児健診（福祉セン　半児健診（福祉セン
　ター・9:00～）　ター・9:00～）
健健
  康康 フッ素塗布（福祉セフッ素塗布（福祉セ
　ンター・10:00～　ンター・10:00～
  10：20）  10：20）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～１歳｣　 「午前０～１歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30　／14:00～16:30
健健
  康康 健康相談（役場・健康相談（役場・
　10:00～16:00）　10:00～16:00）
健健
  康康 母子手帳交付（役母子手帳交付（役
　場・10:00～16:00）　場・10:00～16:00）
町町 民 民 人権相談（公民館・人権相談（公民館・
　13:00～15:00）　13:00～15:00）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～１歳｣　 「午前０～１歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30　／14:00～16:30
健健
  康康 健康相談（役場・健康相談（役場・
　10:00～16:00）　10:00～16:00）
健健
  康康 母子手帳交付（役母子手帳交付（役
　場・10:00～16:00）　場・10:00～16:00）

開開 放 放 保育園開放「遊ん保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保　保育園／川湯保
　育園・9:00～）　育園・9:00～）
税税務務 夜間納税窓口開設夜間納税窓口開設
　（役場／川湯支所・　（役場／川湯支所・
  20:00まで）  20:00まで）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前２～３歳｣　 「午前２～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

主な予定を掲載しています

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)
町町 民 民 行政相談（公民館行政相談（公民館
　・13:00～15:00)　・13:00～15:00)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)
【役場仕事納め】【役場仕事納め】

催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　スペシャル（図書　スペシャル（図書
　館・13:00～14:00）　館・13:00～14:00）

催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～　（図書館・13:00～
   13:30)   13:30)

催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～　（図書館・13:00～
   13:30)   13:30)
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▼
原
稿
を
書
い
て
い
る
今
日
、
つ
い
に

町
内
に
雪
が
降
り
ま
し
た
。今
年
は
道

内
の
ど
こ
も
記
録
的
に
初
雪
が
遅
い
そ

う
で
す
。今
年
の
雪
の
量
は
ど
う
な
る

の
か
、
な
ん
と
な
く
不
安
に
か
ら
れ
て

い
ま
す
。寒
さ
や
除
雪
の
準
備
な
ど
を

し
っ
か
り
し
て
、
風
邪
を
ひ
か
な
い
よ

う
に
今
年
の
冬
も
乗
り
き
り
た
い
と
思

い
ま
す
。（
鶴
田
）

▼
９
月
号
の
編
集
後
記
で
ご
紹
介
し
た

公
民
館
の
カ
ブ
ト
ム
シ
と
ク
ワ
ガ
タ
。

９
月
に
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー
協
会
の
皆

さ
ん
と
役
場
前
花
壇
で
み
つ
け
た
ク
ワ

ガ
タ
が
１
匹
、
ま
だ
元
気
に
生
き
て
い

ま
す
。辺
り
は
す
っ
か
り
雪
で
覆
わ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
様
子
に
夏
の
余
韻
を

感
じ
つ
つ
、
迫
り
く
る
冬
か
ら
現
実
逃

避
を
す
る
今
日
こ
の
頃
で
す
…（
山
本
）

●

編
集
後
記
●

人
の
う
ご
き

人
の
う
ご
き

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

※ お誕生、お悔やみは、10/1～10/31に弟子屈町に届け出をされた方のうち、掲載を希望された方のみ
掲載しています。弟子屈町以外に届け出をされた方で掲載を希望される方は、役場環境生活課町民係
までご連絡ください。

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

歳末特別警戒を実施します！

　師走を迎え、寒さも一段と増し、火災や事故が発生しやすい
季節を迎えます。消防署・消防団では、災害の未然防止などを
図るため、今年も右記の期間に消防車で町内の歳末特別警戒
を実施します。

冬本番！ストーブの周りは大丈夫ですか？
　火気の使用が増えるこれからの季節、弟子屈消防署管轄においても過去にストーブが原因の火災が発生しています。

～ストーブ火災を予防するポイント～
①ストーブで洗濯物を乾かすのはやめましょう。
  ②ストーブの周りに、燃えやすい物やスプレー缶を置くのはやめましょう。
③部屋を離れるとき、寝るときは必ずストーブの火を消しましょう。
④ストーブの給油は必ず火を消してから行い、給油後はキャップをしっかりと閉めましょう。

鴨
かも

志
し

田
だ

　実
み

乃
の

里
り

 ちゃん

《歳末特別警戒日程》

　  ▼期間／12月25日㈫～12月30日㈰　

　  ▼時間／20時～22時　

　 ▼区域／町内全域


